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02　町長就任のあいさつ
03　新しい町議会議員を紹介します
06　人事異動
32　町指定文化財に新指定しました

Topic
人口と世帯数

４月１日現在

人口 2 3 , 6 5 4 人  

男 1 1 , 5 3 6 人

女 1 2 , 1 1 8 人

世帯数 7 , 5 8 8 世 帯
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い
の
ち
輝
く
未
来
を
構
築
す
る
た
め
に

－
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
－

　

４
月
10
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
高

畠
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
み

な
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か
ら

力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を

賜
り
、
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、

４
月
24
日
か
ら
引
き
続
き
４
期
目（
任

期
：
平
成
30
年
４
月
24
日
か
ら
平
成

34
年
４
月
23
日
）
の
町
政
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
畠
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
私

が
生
ま
れ
育
っ
た
高
畠
町
を
良
く
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

み
な
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

4
期
目
を
迎
え
、
人
口
減
少
と
い

う
大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、

子
育
て
支
援
の
拡
充
を
最
優
先
事
項

と
と
ら
え
、
旧
高
畠
四
中
体
育
館
を

改
修
し
た
屋
内
遊
戯
施
設
の
整
備
を

進
め
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
町
立
図
書
館
の
建

設
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
世
代
が
本
に

親
し
み
豊
か
な
心
を
育
め
る
環
境

と
、
誰
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場

づ
く
り
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
北
中
央
自
動
車
道
の

糠
野
目
地
区
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
を
大
き
な
目
標

と
し
、
実
現
に
向
け
万
全
の
体
制
で

取
り
組
み
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日

外
国
人
旅
行
）
や
県
内
外
か
ら
の
交

流
人
口
の
更
な
る
増
加
、
糠
野
目
地

区
西
町
西
工
業
団
地
の
整
備
、
拡
張

を
進
め
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行

い
町
内
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
町
政
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
町
民

の
み
な
さ
ま
と
「
い
の
ち
輝
く
未
来

を
構
築
す
る
た
め
に
」
誠
心
誠
意
、

最
善
の
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寒河江町政　
　第４期目スタート

当
選
証
書
付
与

　

４
月
15
日
執
行
の
高
畠
町
長
選
挙

に
つ
い
て
は
、
４
月
10
日
の
告
示
日

に
立
候
補
の
届
出
の
あ
っ
た
人
が
一

人
だ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
16
日
に
選
挙
会
が
行
わ
れ
、

寒
河
江
信
氏
を
当
選
人
と
決
定
。
同

日
、
高
畠
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
よ
り
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。

－
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
－

2       2018. ５

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　老人福祉相談員は、高齢の一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。日常生活に関する悩みごとや
心配ごとなどお気軽にご相談ください。相談員は町健康長寿課、福祉こども課、民生・児童委員と連携し定期的
に情報交換などを行いながら、高齢者の方が安心して暮らせるようお手伝いをしています。

 老人福祉相談員を紹介します

山口昌平さん
☎（52）0361

中川広幸さん
☎（52）0849

髙橋忠昭さん
☎（52）1537

古山安雄さん
☎（52）3894

星　憲三さん
☎（56）2654

後藤敏郎さん
☎（57）5977

【高畠地区担当】【二井宿地区、   高畠地区の一部担当】【屋代地区担当】
【亀岡地区、
   和田地区の一部担当】【和田地区担当】 【糠野目地区担当】

高畠地区 二井宿地区 屋代地区 亀岡地区 和田地区 糠野目地区

スポーツ
推進委員

早川美智子
佐藤 康之
竹田 広幸
澁江 弘之
引地 玲菜

市 川 美 和
高 梨 恭 行

末 野 茂 美
鈴 木　 寛
近　 雅 博
島 津 紅 美

武 田 一 志
金 子 和 幸
渡 部 恵 司

渡 部 和 則
渡 部 俊 治
鈴 木　 恵
渡 部 知 勇

秋 生 嘉 弘
安 部 正 彦
内 堀 宏 佳

青少年育成
推進員

金 子 睦 夫
安 部 立 一

佐 藤　 明
大 浦 一 徳

高 橋 雅 明
濱田ゆかり

髙 橋 正 利
羽 賀 正 勝

関　　 豊
大 浦 亮 一

市 川 穂 波
清 澤　 穣

 スポーツ推進委員・青少年育成推進員を紹介します

▶問合せ先╱町健康長寿課高齢者支援係　☎（52）４４７８

　町や各地区において各推進員は、スポーツの振興および青少年健全育成の振興のために、団体・組織の育成や

指導等をおこないます。みなさんの身近なところでみなさんと一緒に活動いたします。

（任期：４月１日～平成 32年３月 31日まで）

▶問合せ先╱町社会教育課　☎（52）４４８７

▲当選証書付与の様子 秋葉晶子議員

高
畠
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

４
月
15
日
執
行
の
高
畠
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
に
つ
い
て
も
、
４
月
10
日
の

告
示
日
に
立
候
補
の
届
出
の
あ
っ
た
人

が
一
人
だ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
16
日
に
選
挙
会
が
行
わ
れ
、
秋

葉
晶
子
氏
を
当
選
人
と
決
定
。
同
日
、

高
畠
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
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－

　

４
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当
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４
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15
日
執
行
の
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長
選
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に
つ
い
て
は
、
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10
日
の
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に
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の
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出
の
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が
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つ
－

       2018. ５3

一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　老人福祉相談員は、高齢の一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。日常生活に関する悩みごとや
心配ごとなどお気軽にご相談ください。相談員は町健康長寿課、福祉こども課、民生・児童委員と連携し定期的
に情報交換などを行いながら、高齢者の方が安心して暮らせるようお手伝いをしています。

 老人福祉相談員を紹介します

山口昌平さん
☎（52）0361

中川広幸さん
☎（52）0849

髙橋忠昭さん
☎（52）1537

古山安雄さん
☎（52）3894

星　憲三さん
☎（56）2654

後藤敏郎さん
☎（57）5977

【高畠地区担当】【二井宿地区、   高畠地区の一部担当】【屋代地区担当】
【亀岡地区、
   和田地区の一部担当】【和田地区担当】 【糠野目地区担当】

高畠地区 二井宿地区 屋代地区 亀岡地区 和田地区 糠野目地区

スポーツ
推進委員

早川美智子
佐藤 康之
竹田 広幸
澁江 弘之
引地 玲菜

市 川 美 和
高 梨 恭 行

末 野 茂 美
鈴 木　 寛
近　 雅 博
島 津 紅 美

武 田 一 志
金 子 和 幸
渡 部 恵 司

渡 部 和 則
渡 部 俊 治
鈴 木　 恵
渡 部 知 勇

秋 生 嘉 弘
安 部 正 彦
内 堀 宏 佳

青少年育成
推進員

金 子 睦 夫
安 部 立 一

佐 藤　 明
大 浦 一 徳

高 橋 雅 明
濱田ゆかり

髙 橋 正 利
羽 賀 正 勝

関　　 豊
大 浦 亮 一

市 川 穂 波
清 澤　 穣

 スポーツ推進委員・青少年育成推進員を紹介します

▶問合せ先╱町健康長寿課高齢者支援係　☎（52）４４７８

　町や各地区において各推進員は、スポーツの振興および青少年健全育成の振興のために、団体・組織の育成や

指導等をおこないます。みなさんの身近なところでみなさんと一緒に活動いたします。

（任期：４月１日～平成 32年３月 31日まで）

▶問合せ先╱町社会教育課　☎（52）４４８７

▲当選証書付与の様子 秋葉晶子議員
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。
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一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

高

畠

地

区

平成30年度 地区委員（区長）のみなさん

  
◎
地
区
区
長
会
長

  
○
地
区
副
区
長
会
長

二
井
宿
地
区

屋

代

地

区

亀

岡

地

区
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田

地

区

糠
野
目
地
区

大
町
一

大
町
二
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町
三
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町

桜
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幸
町
一
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町
二
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町
三

北

目

荒
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荒
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郡
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岡

塩
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飯

森
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湯
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田
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町
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町

菅

井

義

則

石

岡

正

行

沼

澤

　
茂

小
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睦

巳

髙

梨
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彰

寒
河
江
伸
司

島

津

義

弘

木
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久

雄
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口

正

樹

金

子
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一
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賢

一

鈴
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司
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芳
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美
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屋

代
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石

川

忠
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森
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一
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木

村

春
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妻

博
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。
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問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

　

☎
52
４
４
７
６

（敬称略）平成 29年度行政運営基礎調査（町民満足度調査）

調査結果をお知らせします
　平成 29年 11月に実施いたしました「平成 29年度行政運営基礎調査（町民満足度調査）」の結果について、
今回は平成 24年度に行った前回調査との比較と全体のまとめをお知らせいたします。

今回の調査の結果については、「第６次高畠町総合計画」の策定や、健全な町政運営をすすめるための重要なデー
タとして活用してまいります。　　　　　　　　　　▶問合せ先／町企画財政課企画調整係　☎（52）１１１２

＜散布図比較表＞ 行政施策ごとの重要度・満足度の平均値について、今回（H29）と前回（H24）の推移を表したもの

前回調査に比べて、満足度の平均値は微増していま 

すが、重要度の平均値は下降する結果となりました。

満足度で大きく上昇しているのは、「地球環境にや

さしいまちづくり」「商工業の振興」「公立高畠病院

の医療サービス」などです。逆に下降しているもの

は「防犯対策」「交通安全対策」「青少年の健全育成」

などとなっています。

重要度で最も評価点数が高かった施策は、「児童・生

徒の育成」で、これは前回調査でも同様の結果となっ

ています。一方、評価点数が低い施策についても、

前回と今回調査の結果は同じで「男女共同参画社会

の推進」、「交流活動」、「芸術文化の振興」となって

います。

⑴

⑵

⑶

⑴

⑵

前回調査の結果と比較して、これからのまちづくり

を担う子ども達の育成や子育て世代に対する支援に

ついて町民のニーズが高まっています。今後はこの

ニーズに対応した施策展開を行うことで、若者世代

の定住意識の醸成を図ってまいります。

今回の調査では、すべての施策の重要度の評価点数

が前回調査から下がっていますが、これは「具体的

な事業内容が分からない」という不満が多くあげら

れていることから、町民へのＰＲ不足による認知

度の低さが要因の一つとして考えられます。今後は

各施策において効果的な情報発信や事業のＰＲを行

い、町民がより興味・関心をもてる事業の推進をめ

ざします。

3.6

3.5

3.4

3.3

3.2

3.1

3.0

2.9

2.8
4.74.64.54.44.34.24.14.03.93.83.7

満

　足

　度

重　要　度

【
凡 

例
】

平成 24年度 平均値
平成 29年度 平均値
平成 24年度 分布位置
平成 29年度 分布位置

スポーツの振興

芸術文化の振興

生涯学習の推進

交流活動

男女共同参画社会の推進

情報通信基盤の整備

開かれた議会づくり

都市計画

ご意見や相談を受ける取組

観光事業の推進

地域づくりや人材育成

農業振興

公立高畠病院の医療サービス

健全な財政運営の取組

交通安全対策

防犯対策

防災

障がい者福祉の推進

青少年の健全育成

証明・届出などの窓口サービス

良好な環境衛生の確保

地球環境にやさしいまちづくり

健康に暮らせる環境づくり

上下水道などの利用（整備事業）

高齢者福祉の推進
児童・生徒の育成

子育て支援の推進
　（前回：児童福祉の推進）

公共交通機関や道路の整備

商工業の振興

行政情報の積極的な提供

住宅

平成 29年度
満足度平均値

3.238

平成 24年度
重要度平均値

4.288

平成 29年度
重要度平均値

4.201

平成 24年度
満足度平均値

3.219

＜前回調査と比較して（散布図比較表から）＞ ＜全体のまとめ（考察）＞
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一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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金

子

　
豊

○◎○○

○◎◎

○○◎

◎

安
全
で
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

自
治
会
・
町
内
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
会
・
町
内
会
は
、
私
た
ち
が

住
む
ま
ち
を
温
か
な
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
で
、
よ
り
快
適
で
住
み
良
い
環

境
を
築
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

内
や
行
政
か
ら
の
情
報
入
手
も
容

易
に
な
り
、
町
内
の
美
化
や
防
犯

灯
の
維
持
管
理
な
ど
の
安
全
確
保
、

地
域
に
お
け
る
課
題
等
へ
の
対
応

も
容
易
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
時
等
に
は
地
域
を
基

盤
と
し
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ

ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
方
法
や
自
治
会
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
は
最
寄
の
地
区
委

員（
区
長
さ
ん
）に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
不
明
点
が
あ
る
場

合
は
、
町
企
画
財
政
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

　

☎
52
４
４
７
６

（敬称略）平成 29年度行政運営基礎調査（町民満足度調査）

調査結果をお知らせします
　平成 29年 11月に実施いたしました「平成 29年度行政運営基礎調査（町民満足度調査）」の結果について、
今回は平成 24年度に行った前回調査との比較と全体のまとめをお知らせいたします。

今回の調査の結果については、「第６次高畠町総合計画」の策定や、健全な町政運営をすすめるための重要なデー
タとして活用してまいります。　　　　　　　　　　▶問合せ先／町企画財政課企画調整係　☎（52）１１１２

＜散布図比較表＞ 行政施策ごとの重要度・満足度の平均値について、今回（H29）と前回（H24）の推移を表したもの

前回調査に比べて、満足度の平均値は微増していま 

すが、重要度の平均値は下降する結果となりました。

満足度で大きく上昇しているのは、「地球環境にや

さしいまちづくり」「商工業の振興」「公立高畠病院

の医療サービス」などです。逆に下降しているもの

は「防犯対策」「交通安全対策」「青少年の健全育成」

などとなっています。

重要度で最も評価点数が高かった施策は、「児童・生

徒の育成」で、これは前回調査でも同様の結果となっ

ています。一方、評価点数が低い施策についても、

前回と今回調査の結果は同じで「男女共同参画社会

の推進」、「交流活動」、「芸術文化の振興」となって

います。

⑴

⑵

⑶

⑴

⑵

前回調査の結果と比較して、これからのまちづくり

を担う子ども達の育成や子育て世代に対する支援に

ついて町民のニーズが高まっています。今後はこの

ニーズに対応した施策展開を行うことで、若者世代

の定住意識の醸成を図ってまいります。

今回の調査では、すべての施策の重要度の評価点数

が前回調査から下がっていますが、これは「具体的

な事業内容が分からない」という不満が多くあげら

れていることから、町民へのＰＲ不足による認知

度の低さが要因の一つとして考えられます。今後は

各施策において効果的な情報発信や事業のＰＲを行

い、町民がより興味・関心をもてる事業の推進をめ

ざします。

3.6

3.5

3.4

3.3

3.2

3.1

3.0

2.9

2.8
4.74.64.54.44.34.24.14.03.93.83.7

満

　足

　度

重　要　度

【
凡 

例
】

平成 24年度 平均値
平成 29年度 平均値
平成 24年度 分布位置
平成 29年度 分布位置

スポーツの振興

芸術文化の振興

生涯学習の推進

交流活動

男女共同参画社会の推進

情報通信基盤の整備

開かれた議会づくり

都市計画

ご意見や相談を受ける取組

観光事業の推進

地域づくりや人材育成

農業振興

公立高畠病院の医療サービス

健全な財政運営の取組

交通安全対策

防犯対策

防災

障がい者福祉の推進

青少年の健全育成

証明・届出などの窓口サービス

良好な環境衛生の確保

地球環境にやさしいまちづくり

健康に暮らせる環境づくり

上下水道などの利用（整備事業）

高齢者福祉の推進
児童・生徒の育成

子育て支援の推進
　（前回：児童福祉の推進）

公共交通機関や道路の整備

商工業の振興

行政情報の積極的な提供

住宅

平成 29年度
満足度平均値

3.238

平成 24年度
重要度平均値

4.288

平成 29年度
重要度平均値

4.201

平成 24年度
満足度平均値

3.219

＜前回調査と比較して（散布図比較表から）＞ ＜全体のまとめ（考察）＞
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

町

職

員

人
事
異
動

４
月
１
日
付

（

　
　）
は
前
任

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
／
冨
樫
雅
彦（
農
林
振
興
課
長
兼

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
総

務
係
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
選
挙
係
長
／
山
川
明
子（
同
課
主

任
）
▽
危
機
管
理
係
長
／
市
川
直
樹

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
兼
中

央
公
民
館
振
興
係
長
）

▽
主
事
／
髙
橋
裕
平（
新
採
）

▽
主
事
補
／
八
鍬
音
寧（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
／
金
子
昭
一（
社
会
教
育
課

長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館
長
）

▽
課
長
補
佐（
総
合
計
画
策
定
担
当
）

／
遠
藤
千
夏
子（
生
活
環
境
課
環
境

係
長
）▽
課
長
補
佐
／
八
巻
裕
一（
同

課
長
補
佐（
地
方
創
生
担
当
）
兼
企

画
調
整
係
長
）
▽
広
聴
広
報
係
長
／

南
波
幸
子（
商
工
観
光
課
主
任
）
▽

財
政
係
長
／
大
木
ま
ゆ
美（
同
課
主

任
）
▽
企
画
調
整
係
長
／
鈴
木
洋
之

（
総
務
課
危
機
管
理
係
長
）
▽
主
事

／
菅
原
友
輝（
総
務
課
主
事
）

▽
主
事
補
／
岡
崎
桜（
新
採
）

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐（
課
税
担
当
）
／
雲
井

光（
福
祉
こ
ど
も
課
長
補
佐
兼
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▽
住
民
税
係
長

／
小
野
正
晃（
同
課
主
任
）
▽
資
産

税
係
長
／
鈴
木
雄
紀（
同
課
主
任
）

▽
主
事
／
大
河
原
翔
太（
社
会
教
育

課
主
事
）
▽
主
事
／
二
関
静
香（
企

画
財
政
課
主
事
）

▽
主
事
／
佐
藤
拓
郎（
新
採
）

◆
福
祉
こ
ど
も
課

▽
課
長
補
佐
兼
障
が
い
者
福
祉
係
長

／
竹
田
恭
一（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

▽
こ
ど
も
施
設
係
長
／
大
河
原
孝

（
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
）
▽
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
館
長
／
佐
々
木
留
里
子

（
同
課
屋
代
児
童
館
長
）
▽
主
任
／

安
部
友
子（
教
育
総
務
課
主
任
）
▽

主
任
保
育
士
／
髙
橋
睦
子（
同
課
主

任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽

主
任
保
育
士
／
大
木
亜
紀（
同
課
主

任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））

▽
主
事
補
／
澁
江
穂
香（
新
採
）

◆
商
工
観
光
課

▽
課
長
／
八
巻
洋
樹（
同
課
長
補
佐
）

▽
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
／
島

津
敏（
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

▽
主
事
／
近
野
憲
希（
新
採
）

◆
建
設
課

▽
課
長
／
安
部
裕
一（
同
課
長
補
佐

（
道
路
・
用
地
担
当
））
▽
課
長
補
佐

（
道
路
・
用
地
担
当
）／
市
川
浩
介（
社

会
教
育
課
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
所
長
兼

町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
高

畠
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽
課
長

補
佐（
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
担
当
）

／
渡
部
和
浩（
同
課
長
補
佐（
都
市
計

画
・
建
築
住
宅
担
当
）
兼
建
築
住
宅

係
長
）▽
用
地
係
長
／
髙
橋
昭
宏（
同

課
地
籍
調
査
係
長
）
▽
主
任
／
五
十

嵐
研
一（
農
林
振
興
課
主
任
）

▽
技
師
補
／
木
村
駿
平（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
業
務
係
長
／
今
野
寿
一（
社
会
教

育
課
和
田
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽

下
水
道
係
長
／
長
谷
川
健
一（
社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
社
会

教
育
主
事
）▽
主
任
／
島
津
憲
子（
農

林
振
興
課
主
任
）

◆
町
民
課

▽
課
長
／
小
口
格（
生
活
環
境
課
長
）

▽
主
事
／
甕
岡
香
子（
総
務
課
主
事
）

▽
主
事
／
丸
山
和
枝（
総
務
課
付
け

主
事
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
／
星
和
徳（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▽
環
境
係
長
／
我
妻
美
樹

（
福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係
長
）

▽
主
任
／
横
山
昌
恵（
上
下
水
道
課

主
任
）
▽
主
事
／
永
野
川
未
来（
税

務
課
主
事
補
）

◆
健
康
長
寿
課

▽
課
長
補
佐（
健
康
増
進
担
当
）
兼

地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
／
二
階
堂
洋
幸（
総
務
課
総

務
係
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
選
挙
係
長
）
▽
課
長
補
佐（
高
齢

者
支
援
担
当
）
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務

局
員
／
庄
司
知
広（
商
工
観
光
課
商

◆
教
育
総
務
課

▽
主
事
／
杉
原
尚
樹（
健
康
長
寿
課

主
事
）
▽
調
理
師
／
東
海
林
智
恵
子

◆
農
林
振
興
課

▽
課
長
兼
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所

長
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
深

瀬
吉
弘（
商
工
観
光
課
長
）
▽
課
長

補
佐
／
新
藤
重
徳（
同
課
長
補
佐
兼

農
村
林
務
係
長
）
▽
農
村
林
務
係
長

／
島
津
美
智
雄（
社
会
教
育
課
図
書

館
長
代
理
）▽
主
任
／
木
村
克
彦（
町

民
課
主
任
）
▽
技
師
／
舘
和
明（
建

　業
務
を
効
果
的
、
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
機
構
等

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
建
設
課
の「
都
市
計
画
係
」と「
建
築
住
宅
係
」を
統
合
し
て「
都
市
計
画
係
」

に
、「
地
籍
調
査
係
」
と
「
用
地
係
」
を
統
合
し
て
「
用
地
係
」
に
し
ま
し
た
。

②
農
業
委
員
会
事
務
局
の
「
農
地
係
」
と
「
農
地
集
積
係
」
を
統
合
し
て
「
農

地
係
」
に
し
ま
し
た
。

町
の
組
織
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

工
振
興
係
長
）
▽
高
齢
者
支
援
係
長

兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
／
山

内
善
克（
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係

長
）
▽
主
任
／
二
宮
蘭
樹（
同
課
主

事
）
▽
主
任
保
育
士
／
遠
藤
千
佳
子

（
同
課
主
任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童

館
））
▽
保
健
師
／
小
川
育（
新
採
）

▽
保
健
医
療
統
括
監
兼
健
康
管
理
施

設
げ
ん
き
館
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
長

兼
内
科
医
長
／
加
藤
修
一（
内
科
医

師
）

設
課
技
師
補
）
▽
主
事
／
黒
田
こ
ず

え（
福
祉
こ
ど
も
課
主
事
）

▽
主
事
補
／
金
子
祐
太（
新
採
）

人
事
異
動

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
／
菊
地
誠

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補

佐（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
）
兼
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
長
／
青
木
睦（
上
下
水

道
課
下
水
道
係
長
）
▽
総
合
交
流
プ

ラ
ザ
所
長
兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
館
長
兼
高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理

／
金
田
剛（
税
務
課
長
補
佐（
課
税
担

当
）
兼
資
産
税
係
長
）
▽
図
書
館
長

／
曽
我
春
美（
健
康
長
寿
課
長
補
佐

（
健
康
増
進
担
当
）
兼
地
域
保
健
係

長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▽

社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館
振
興

係
長
／
大
木
統（
上
下
水
道
課
業
務

係
長
）
▽
和
田
地
区
公
民
館
長
代
理

兼
上
和
田
交
流
館
長
代
理
／
猪
野
隆

一（
建
設
課
用
地
係
長
）
▽
図
書
館

長
代
理
／
本
田
憲
一（
福
祉
こ
ど
も

課
障
が
い
者
福
祉
係
長
）▽
主
任（
生

涯
学
習
館
）
／
根
津
恭
子（
同
課
主

事（
生
涯
学
習
館
））
▽
主
任
兼
社
会

教
育
主
事
／
水
口
哲（
税
務
課
主
任
）

▽
主
任（
和
田
地
区
公
民
館
）
／
佐

藤
あ
す
か（
生
活
環
境
課
主
任
）
▽

主
事
／
相
良
優
樹（
総
務
課
付
け
主

事（
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課

派
遣
））
▽
主
事
兼
社
会
教
育
主
事

（
高
畠
地
区
公
民
館
）
／
後
藤
理
恵

◆
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▽
監
査
委
員
事
務
局
次
長
併
任
議
会

事
務
局
次
長
／
村
上
奈
美
子（
健
康

長
寿
課
長
補
佐（
高
齢
者
支
援
担
当
）

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
次
長
／
石
川
宏
一（
同
局
次
長
兼

農
地
係
長
）
▽
農
地
係
長
／
山
口
充

（
同
局
農
地
集
積
係
長
）
▽
主
任
／

二
階
堂
裕
美（
町
民
課
主
任
）

次
項
へ
つ
づ
く

◆
平
成
29
年
度
末
人
事
交
流
等

▽
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
環

境
企
画
課
主
事
／
阿
部
恭
大（
農
林

振
興
課
主
任（
併
任
山
形
県
よ
り
派

遣
））

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
整
形
外
科
医
長
／
朝
比
奈
一
三

（
新
採
）
▽
内
科
医
長
／
齋
藤
博
文

（
新
採
）
▽
医
事
課
主
任
／
髙
橋
秀

周（
総
務
課
付
け
主
任（
山
形
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
））
▽

副
看
護
部
長（
外
来
部
門
）
／
大
河

原
智
恵
子（
看
護
師
長（
３
階
東
病

棟
））▽
副
看
護
部
長（
３
階
東
病
棟
）

／
髙
橋
由
美（
副
看
護
部
長（
３
階
西

病
棟
））
▽
看
護
師
長（
３
階
西
病

棟
）
／
小
杉
利
江（
看
護
師
長（
外
来

部
門
））
▽
副
看
護
師
長（
３
階
東
病

棟
）
／
髙
橋
恵（
主
任
看
護
師（
３
階

西
病
棟
））
▽
副
看
護
師
長（
２
階
病

棟
）
／
木
村
多
恵（
主
任
看
護
師（
２

階
病
棟
））
▽
副
看
護
師
長（
外
来
部

門
）
／
金
平
純
子（
主
任
看
護
師（
人

工
透
析
室
））
▽
副
看
護
師
長（
３
階

西
病
棟
）
／
我
孫
子
久
美（
主
任
看

護
師（
３
階
東
病
棟
））
▽
主
任
看
護

師（
３
階
東
病
棟
）
／
長
岡
喜
陽（
看

護
師（
３
階
西
病
棟
））
▽
主
任
理
学

療
法
士
／
佐
々
木
恵
子（
理
学
療
法

士
）
▽
主
任
理
学
療
法
士
／
相
澤

裕
矢（
理
学
療
法
士
）
▽
主
任
介
護

福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）
／
渡
部
由

香
梨（
介
護
福
祉
士（
３
階
西
病
棟
））

▽
主
任
介
護
福
祉
士（
２
階
病
棟
）

／
中
川
献
淑（
介
護
福
祉
士（
２
階
病

棟
））
▽
主
任
助
産
師（
外
来
部
門
）

／
長
澤
弥
生（
主
任
助
産
師（
３
階
東

病
棟
））
▽
主
任
看
護
師（
３
階
東
病

棟
）
／
須
藤
祐
子（
主
任
看
護
師（
外

来
部
門
））
▽
主
任
看
護
師（
３
階
西

病
棟
）
／
鈴
木
久
美（
主
任
看
護
師

（
３
階
東
病
棟
））▽
主
任
看
護
師（
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
／
遠
藤
百

合
子（
主
任
看
護
師（
部
長
室
））
▽

看
護
師（
２
階
病
棟
）
／
片
平
茅
夏

（
新
採
）
▽
看
護
師（
２
階
病
棟
）
／

大
浦
真
理（
新
採
）
▽
看
護
師（
３
階

東
病
棟
）
／
原
亜
梨
沙（
新
採
）
▽

看
護
師（
３
階
東
病
棟
）
／
土
屋
瑠

美（
新
採
）▽
看
護
師（
３
階
東
病
棟
）

（
福
祉
こ
ど
も
課
主
事
）
▽
主
事（
亀

岡
地
区
公
民
館
）
／
金
子
史
幸（
生

活
環
境
課
主
事
）

◆
退
職

▽
山
木
義
昭（
元
総
務
課
長
併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
齋
藤
利

明（
元
企
画
財
政
課
長
）
▽
髙
梨
麗

子（
元
町
民
課
長
）
▽
髙
橋
甚
市（
元

建
設
課
長
）
▽
猪
野
裕
子（
元
総
務

課
長
補
佐（
施
設
担
当
））
▽
嶋
倉
雅

彦（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
併
任
議

会
事
務
局
次
長
）
▽
嶋
倉
美
穂
子

（
税
務
課
主
任
）
▽
富
樫
み
ね
子（
元

教
育
総
務
課
調
理
師
）
▽
志
田
く
み

子（
元
教
育
総
務
課
調
理
師（
高
畠
小

学
校
））
▽
土
屋
登
嗣（
元
整
形
外
科

医
長
）
▽
大
木
実（
元
看
護
師
長
兼

臨
床
工
学
技
士
長（
医
療
安
全
管
理

室
））
▽
佐
藤
孝
子（
元
看
護
師（
３

階
西
病
棟
））
▽
渡
部
俊
英（
元
看
護

師（
３
階
西
病
棟
））▽
登
梛
美
香（
元

看
護
師（
３
階
東
病
棟
））
▽
松
本
美

波（
元
作
業
療
法
士
）
▽
菅
野
美
佐

子（
元
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
））

◆
再
任
用
更
新

▽
総
務
課
主
事
／
羽
染
幸
子
▽
教
育

総
務
課
技
術
員（
二
井
宿
小
学
校
）

／
安
部
国
善
▽
健
診
専
門
員
／
相
田

明
子
▽
放
射
線
技
師
／
酒
井
信
明
▽

准
看
護
師（
外
来
）
／
玉
虫
敏
子
▽

准
看
護
師（
外
来
）
／
松
田
和
子

◆
再
任
用
退
職

▽
情
野
忠
道（
元
建
設
課
主
任
）
▽

岩
間
加
代
子（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児

童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽
二
宮

多
佳
子（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児
童
厚

生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽
五
十
嵐
ち

ひ
ろ（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児
童
厚
生

員（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
））
▽
土
屋
い

ち
子（
元
准
看
護
師（
外
来
））

◆
再
任
用

▽
看
護
師（
外
来
部
門
）
／
大
木
実

▽
看
護
師（
３
階
西
病
棟
）
／
佐
藤

孝
子
▽
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）

／
菅
野
美
佐
子

／
大
道
寺
恵（
新
採
）
▽
管
理
栄
養

士
／
齊
藤
葵（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
／
渡
部
崇
久（
新
採
）
▽
理
学
療

法
士
／
新
藤
柾（
新
採
）
▽
介
護
福

祉
士（
２
階
病
棟
）
／
齋
藤
真
理（
新

採
）
▽
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）

／
鏡
恵
美（
新
採
）
▽
介
護
福
祉
士

（
３
階
西
病
棟
）／
髙
橋
千
里（
新
採
）

（
同
課
調
理
師（
糠
野
目
小
学
校
））

▽
調
理
師（
高
畠
小
学
校
）
／
渡
部

加
代
子（
同
課
調
理
師（
和
田
小
学

校
））
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町

職

員

人
事
異
動

４
月
１
日
付

（

　
　）
は
前
任

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
／
冨
樫
雅
彦（
農
林
振
興
課
長
兼

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
総

務
係
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
選
挙
係
長
／
山
川
明
子（
同
課
主

任
）
▽
危
機
管
理
係
長
／
市
川
直
樹

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
兼
中

央
公
民
館
振
興
係
長
）

▽
主
事
／
髙
橋
裕
平（
新
採
）

▽
主
事
補
／
八
鍬
音
寧（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
／
金
子
昭
一（
社
会
教
育
課

長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館
長
）

▽
課
長
補
佐（
総
合
計
画
策
定
担
当
）

／
遠
藤
千
夏
子（
生
活
環
境
課
環
境

係
長
）▽
課
長
補
佐
／
八
巻
裕
一（
同

課
長
補
佐（
地
方
創
生
担
当
）
兼
企

画
調
整
係
長
）
▽
広
聴
広
報
係
長
／

南
波
幸
子（
商
工
観
光
課
主
任
）
▽

財
政
係
長
／
大
木
ま
ゆ
美（
同
課
主

任
）
▽
企
画
調
整
係
長
／
鈴
木
洋
之

（
総
務
課
危
機
管
理
係
長
）
▽
主
事

／
菅
原
友
輝（
総
務
課
主
事
）

▽
主
事
補
／
岡
崎
桜（
新
採
）

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐（
課
税
担
当
）
／
雲
井

光（
福
祉
こ
ど
も
課
長
補
佐
兼
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▽
住
民
税
係
長

／
小
野
正
晃（
同
課
主
任
）
▽
資
産

税
係
長
／
鈴
木
雄
紀（
同
課
主
任
）

▽
主
事
／
大
河
原
翔
太（
社
会
教
育

課
主
事
）
▽
主
事
／
二
関
静
香（
企

画
財
政
課
主
事
）

▽
主
事
／
佐
藤
拓
郎（
新
採
）

◆
福
祉
こ
ど
も
課

▽
課
長
補
佐
兼
障
が
い
者
福
祉
係
長

／
竹
田
恭
一（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

▽
こ
ど
も
施
設
係
長
／
大
河
原
孝

（
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
）
▽
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
館
長
／
佐
々
木
留
里
子

（
同
課
屋
代
児
童
館
長
）
▽
主
任
／

安
部
友
子（
教
育
総
務
課
主
任
）
▽

主
任
保
育
士
／
髙
橋
睦
子（
同
課
主

任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽

主
任
保
育
士
／
大
木
亜
紀（
同
課
主

任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））

▽
主
事
補
／
澁
江
穂
香（
新
採
）

◆
商
工
観
光
課

▽
課
長
／
八
巻
洋
樹（
同
課
長
補
佐
）

▽
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
／
島

津
敏（
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

▽
主
事
／
近
野
憲
希（
新
採
）

◆
建
設
課

▽
課
長
／
安
部
裕
一（
同
課
長
補
佐

（
道
路
・
用
地
担
当
））
▽
課
長
補
佐

（
道
路
・
用
地
担
当
）／
市
川
浩
介（
社

会
教
育
課
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
所
長
兼

町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
高

畠
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽
課
長

補
佐（
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
担
当
）

／
渡
部
和
浩（
同
課
長
補
佐（
都
市
計

画
・
建
築
住
宅
担
当
）
兼
建
築
住
宅

係
長
）▽
用
地
係
長
／
髙
橋
昭
宏（
同

課
地
籍
調
査
係
長
）
▽
主
任
／
五
十

嵐
研
一（
農
林
振
興
課
主
任
）

▽
技
師
補
／
木
村
駿
平（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
業
務
係
長
／
今
野
寿
一（
社
会
教

育
課
和
田
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽

下
水
道
係
長
／
長
谷
川
健
一（
社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
社
会

教
育
主
事
）▽
主
任
／
島
津
憲
子（
農

林
振
興
課
主
任
）

◆
町
民
課

▽
課
長
／
小
口
格（
生
活
環
境
課
長
）

▽
主
事
／
甕
岡
香
子（
総
務
課
主
事
）

▽
主
事
／
丸
山
和
枝（
総
務
課
付
け

主
事
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
／
星
和
徳（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▽
環
境
係
長
／
我
妻
美
樹

（
福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係
長
）

▽
主
任
／
横
山
昌
恵（
上
下
水
道
課

主
任
）
▽
主
事
／
永
野
川
未
来（
税

務
課
主
事
補
）

◆
健
康
長
寿
課

▽
課
長
補
佐（
健
康
増
進
担
当
）
兼

地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
／
二
階
堂
洋
幸（
総
務
課
総

務
係
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
選
挙
係
長
）
▽
課
長
補
佐（
高
齢

者
支
援
担
当
）
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務

局
員
／
庄
司
知
広（
商
工
観
光
課
商

◆
教
育
総
務
課

▽
主
事
／
杉
原
尚
樹（
健
康
長
寿
課

主
事
）
▽
調
理
師
／
東
海
林
智
恵
子

◆
農
林
振
興
課

▽
課
長
兼
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
所

長
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
深

瀬
吉
弘（
商
工
観
光
課
長
）
▽
課
長

補
佐
／
新
藤
重
徳（
同
課
長
補
佐
兼

農
村
林
務
係
長
）
▽
農
村
林
務
係
長

／
島
津
美
智
雄（
社
会
教
育
課
図
書

館
長
代
理
）▽
主
任
／
木
村
克
彦（
町

民
課
主
任
）
▽
技
師
／
舘
和
明（
建

　業
務
を
効
果
的
、
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
機
構
等

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
建
設
課
の「
都
市
計
画
係
」と「
建
築
住
宅
係
」を
統
合
し
て「
都
市
計
画
係
」

に
、「
地
籍
調
査
係
」
と
「
用
地
係
」
を
統
合
し
て
「
用
地
係
」
に
し
ま
し
た
。

②
農
業
委
員
会
事
務
局
の
「
農
地
係
」
と
「
農
地
集
積
係
」
を
統
合
し
て
「
農

地
係
」
に
し
ま
し
た
。

町
の
組
織
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

工
振
興
係
長
）
▽
高
齢
者
支
援
係
長

兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
／
山

内
善
克（
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係

長
）
▽
主
任
／
二
宮
蘭
樹（
同
課
主

事
）
▽
主
任
保
育
士
／
遠
藤
千
佳
子

（
同
課
主
任
児
童
厚
生
員（
屋
代
児
童

館
））
▽
保
健
師
／
小
川
育（
新
採
）

▽
保
健
医
療
統
括
監
兼
健
康
管
理
施

設
げ
ん
き
館
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
長

兼
内
科
医
長
／
加
藤
修
一（
内
科
医

師
）

設
課
技
師
補
）
▽
主
事
／
黒
田
こ
ず

え（
福
祉
こ
ど
も
課
主
事
）

▽
主
事
補
／
金
子
祐
太（
新
採
）

人
事
異
動

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
／
菊
地
誠

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補

佐（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
）
兼
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
長
／
青
木
睦（
上
下
水

道
課
下
水
道
係
長
）
▽
総
合
交
流
プ

ラ
ザ
所
長
兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
館
長
兼
高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理

／
金
田
剛（
税
務
課
長
補
佐（
課
税
担

当
）
兼
資
産
税
係
長
）
▽
図
書
館
長

／
曽
我
春
美（
健
康
長
寿
課
長
補
佐

（
健
康
増
進
担
当
）
兼
地
域
保
健
係

長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▽

社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館
振
興

係
長
／
大
木
統（
上
下
水
道
課
業
務

係
長
）
▽
和
田
地
区
公
民
館
長
代
理

兼
上
和
田
交
流
館
長
代
理
／
猪
野
隆

一（
建
設
課
用
地
係
長
）
▽
図
書
館

長
代
理
／
本
田
憲
一（
福
祉
こ
ど
も

課
障
が
い
者
福
祉
係
長
）▽
主
任（
生

涯
学
習
館
）
／
根
津
恭
子（
同
課
主

事（
生
涯
学
習
館
））
▽
主
任
兼
社
会

教
育
主
事
／
水
口
哲（
税
務
課
主
任
）

▽
主
任（
和
田
地
区
公
民
館
）
／
佐

藤
あ
す
か（
生
活
環
境
課
主
任
）
▽

主
事
／
相
良
優
樹（
総
務
課
付
け
主

事（
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課

派
遣
））
▽
主
事
兼
社
会
教
育
主
事

（
高
畠
地
区
公
民
館
）
／
後
藤
理
恵

◆
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▽
監
査
委
員
事
務
局
次
長
併
任
議
会

事
務
局
次
長
／
村
上
奈
美
子（
健
康

長
寿
課
長
補
佐（
高
齢
者
支
援
担
当
）

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
員
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
次
長
／
石
川
宏
一（
同
局
次
長
兼

農
地
係
長
）
▽
農
地
係
長
／
山
口
充

（
同
局
農
地
集
積
係
長
）
▽
主
任
／

二
階
堂
裕
美（
町
民
課
主
任
）

次
項
へ
つ
づ
く

◆
平
成
29
年
度
末
人
事
交
流
等

▽
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
環

境
企
画
課
主
事
／
阿
部
恭
大（
農
林

振
興
課
主
任（
併
任
山
形
県
よ
り
派

遣
））

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
整
形
外
科
医
長
／
朝
比
奈
一
三

（
新
採
）
▽
内
科
医
長
／
齋
藤
博
文

（
新
採
）
▽
医
事
課
主
任
／
髙
橋
秀

周（
総
務
課
付
け
主
任（
山
形
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
））
▽

副
看
護
部
長（
外
来
部
門
）
／
大
河

原
智
恵
子（
看
護
師
長（
３
階
東
病

棟
））▽
副
看
護
部
長（
３
階
東
病
棟
）

／
髙
橋
由
美（
副
看
護
部
長（
３
階
西

病
棟
））
▽
看
護
師
長（
３
階
西
病

棟
）
／
小
杉
利
江（
看
護
師
長（
外
来

部
門
））
▽
副
看
護
師
長（
３
階
東
病

棟
）
／
髙
橋
恵（
主
任
看
護
師（
３
階

西
病
棟
））
▽
副
看
護
師
長（
２
階
病

棟
）
／
木
村
多
恵（
主
任
看
護
師（
２

階
病
棟
））
▽
副
看
護
師
長（
外
来
部

門
）
／
金
平
純
子（
主
任
看
護
師（
人

工
透
析
室
））
▽
副
看
護
師
長（
３
階

西
病
棟
）
／
我
孫
子
久
美（
主
任
看

護
師（
３
階
東
病
棟
））
▽
主
任
看
護

師（
３
階
東
病
棟
）
／
長
岡
喜
陽（
看

護
師（
３
階
西
病
棟
））
▽
主
任
理
学

療
法
士
／
佐
々
木
恵
子（
理
学
療
法

士
）
▽
主
任
理
学
療
法
士
／
相
澤

裕
矢（
理
学
療
法
士
）
▽
主
任
介
護

福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）
／
渡
部
由

香
梨（
介
護
福
祉
士（
３
階
西
病
棟
））

▽
主
任
介
護
福
祉
士（
２
階
病
棟
）

／
中
川
献
淑（
介
護
福
祉
士（
２
階
病

棟
））
▽
主
任
助
産
師（
外
来
部
門
）

／
長
澤
弥
生（
主
任
助
産
師（
３
階
東

病
棟
））
▽
主
任
看
護
師（
３
階
東
病

棟
）
／
須
藤
祐
子（
主
任
看
護
師（
外

来
部
門
））
▽
主
任
看
護
師（
３
階
西

病
棟
）
／
鈴
木
久
美（
主
任
看
護
師

（
３
階
東
病
棟
））▽
主
任
看
護
師（
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
／
遠
藤
百

合
子（
主
任
看
護
師（
部
長
室
））
▽

看
護
師（
２
階
病
棟
）
／
片
平
茅
夏

（
新
採
）
▽
看
護
師（
２
階
病
棟
）
／

大
浦
真
理（
新
採
）
▽
看
護
師（
３
階

東
病
棟
）
／
原
亜
梨
沙（
新
採
）
▽

看
護
師（
３
階
東
病
棟
）
／
土
屋
瑠

美（
新
採
）▽
看
護
師（
３
階
東
病
棟
）

（
福
祉
こ
ど
も
課
主
事
）
▽
主
事（
亀

岡
地
区
公
民
館
）
／
金
子
史
幸（
生

活
環
境
課
主
事
）

◆
退
職

▽
山
木
義
昭（
元
総
務
課
長
併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
齋
藤
利

明（
元
企
画
財
政
課
長
）
▽
髙
梨
麗

子（
元
町
民
課
長
）
▽
髙
橋
甚
市（
元

建
設
課
長
）
▽
猪
野
裕
子（
元
総
務

課
長
補
佐（
施
設
担
当
））
▽
嶋
倉
雅

彦（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
併
任
議

会
事
務
局
次
長
）
▽
嶋
倉
美
穂
子

（
税
務
課
主
任
）
▽
富
樫
み
ね
子（
元

教
育
総
務
課
調
理
師
）
▽
志
田
く
み

子（
元
教
育
総
務
課
調
理
師（
高
畠
小

学
校
））
▽
土
屋
登
嗣（
元
整
形
外
科

医
長
）
▽
大
木
実（
元
看
護
師
長
兼

臨
床
工
学
技
士
長（
医
療
安
全
管
理

室
））
▽
佐
藤
孝
子（
元
看
護
師（
３

階
西
病
棟
））
▽
渡
部
俊
英（
元
看
護

師（
３
階
西
病
棟
））▽
登
梛
美
香（
元

看
護
師（
３
階
東
病
棟
））
▽
松
本
美

波（
元
作
業
療
法
士
）
▽
菅
野
美
佐

子（
元
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
））

◆
再
任
用
更
新

▽
総
務
課
主
事
／
羽
染
幸
子
▽
教
育

総
務
課
技
術
員（
二
井
宿
小
学
校
）

／
安
部
国
善
▽
健
診
専
門
員
／
相
田

明
子
▽
放
射
線
技
師
／
酒
井
信
明
▽

准
看
護
師（
外
来
）
／
玉
虫
敏
子
▽

准
看
護
師（
外
来
）
／
松
田
和
子

◆
再
任
用
退
職

▽
情
野
忠
道（
元
建
設
課
主
任
）
▽

岩
間
加
代
子（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児

童
厚
生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽
二
宮

多
佳
子（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児
童
厚

生
員（
屋
代
児
童
館
））
▽
五
十
嵐
ち

ひ
ろ（
元
福
祉
こ
ど
も
課
児
童
厚
生

員（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
））
▽
土
屋
い

ち
子（
元
准
看
護
師（
外
来
））

◆
再
任
用

▽
看
護
師（
外
来
部
門
）
／
大
木
実

▽
看
護
師（
３
階
西
病
棟
）
／
佐
藤

孝
子
▽
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）

／
菅
野
美
佐
子

／
大
道
寺
恵（
新
採
）
▽
管
理
栄
養

士
／
齊
藤
葵（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
／
渡
部
崇
久（
新
採
）
▽
理
学
療

法
士
／
新
藤
柾（
新
採
）
▽
介
護
福

祉
士（
２
階
病
棟
）
／
齋
藤
真
理（
新

採
）
▽
介
護
福
祉
士（
３
階
東
病
棟
）

／
鏡
恵
美（
新
採
）
▽
介
護
福
祉
士

（
３
階
西
病
棟
）／
髙
橋
千
里（
新
採
）

（
同
課
調
理
師（
糠
野
目
小
学
校
））

▽
調
理
師（
高
畠
小
学
校
）
／
渡
部

加
代
子（
同
課
調
理
師（
和
田
小
学

校
））
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平
成
30
年
度
公
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高
畠
病
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新
規
採
用
職
員

平
成
30
年
度
新
規
採
用
職
員

鏡　 恵 美
（介護福祉士・３階東病棟）

齋 藤 真 理
（介護福祉士・２階病棟）

渡 部 崇 久
（理学療法士・リハビリテーション科）

新 藤　 柾
（理学療法士・リハビリテーション科）

土 屋 瑠 美
（看護師・３階東病棟）

齊 藤　 葵
（管理栄養士・栄養管理化）

大 浦 真 理
（看護師・２階病棟）

原　亜梨沙
（看護師・３階東病棟）

大道寺  恵
（看護師・３階東病棟）

片 平 茅 夏
（看護師・２階病棟）

髙 橋 千 里
（介護福祉士・３階西病棟）

八 鍬 音 寧
（総務課・主事補）

木 村 駿 平
（建設課・技師補）

澁 江 穂 香
（福祉こども課・主事補）

金 子 祐 太
（農林振興課・主事補）

岡 崎　 桜
（企画財政課・主事補）

佐 藤 拓 郎
（税務課・主事）

小 川　 育
（健康長寿課・保健師）

髙 橋 裕 平
（総務課・主事）

近 野 憲 希
（商工観光課・主事）

学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 旧職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 頭 平 誠 高畠町立糠野目小 教 頭 高 橋 宏 幸 高畠町立亀岡小

教 諭 野 本 雅 士 飯豊少年自然の家 教 諭 菅野千枝子 南陽市立赤湯小

教 諭 小 野 春 華 米沢市立南部小 教 諭 渡 部　 一 高畠町立亀岡小

教 諭 田 村 憲 子 新 採 養護教諭 髙 橋 博 子 南陽市立沖郷中

養護教諭 髙橋和嘉恵 新 採 教 諭 中川伸子　 米沢市立窪田小

副主任 村山千香子　 高畠町立高畠小

二 井 宿 小 学 校
教 頭 佐 々 木 誠 南陽市立梨郷小 教 頭 太 田 和 広 米沢市立関根小

教 諭 寒河江正人 米沢市立北部小

屋 代 小 学 校

教 諭 金子美智子 米沢市立南部小 教 諭 仁 瓶 直 子 南陽市立赤湯小

教 諭 大 野 祐 佳 南陽市立赤湯小 教 諭 宍 戸 春 奈 米沢市立六郷小

教 諭 土 屋 怜 子 米沢市立東部小

亀 岡 小 学 校

校 長 高 橋 宏 幸 高畠町立高畠小 校 長 遠 藤 宏 子 川西町立大塚小

教 諭 小林恵里子 南陽市立赤湯小 教 諭 濱田美智留 高畠町立糠野目小

教 諭 渡 部　 一 高畠町立高畠小 教 諭 小 松 智 哉 高畠町立糠野目小

教 諭 大河原彩季 新 採

和 田 小 学 校
教 諭 大 塚 彩 子 新 採 教 諭 嶋 倉 桂 子 高畠町立糠野目小

主 事 後 藤 祐 知 新 採

糠 野 目 小 学 校

教 頭 佐 藤 英 樹 鶴岡市立西郷小 教 頭 平 誠 高畠町立高畠小

教 諭 佐 藤 雅 子 米沢市立興譲小 教 諭 鈴木知佳子 飯豊町立第一小

教 諭 濱田美智留 高畠町立亀岡小 教 諭 鹿野美紀子 米沢市立松川小

教 諭 小 松 智 哉 高畠町立亀岡小 教 諭 竹 田 千 明 南陽市立宮内小

教 諭 嶋 倉 桂 子 高畠町立和田小

高 畠 中 学 校

教 頭 半 田 俊 一 小国町立小国中 教 頭 完 戸 陽 介 小国町立叶水中

主幹教諭 青 野　 剛 高畠町立高畠中 教 諭 青 野　 剛 高畠町立高畠中

教 諭 大河原佑介 遊佐町立遊佐中 教 諭 多勢千鶴子 置賜教育事務所

教 諭 青 木 雄 弥 長井市立長井北中 教 諭 富 谷 昌 代 南陽市立赤湯中

教 諭 長谷部稚奈 長井市立長井北中 教 諭 佐 藤　 敏 川西町立川西中

教 諭 鈴 木 愛 美 米沢市立第四中 教 諭 鈴 木　 樹 山形市立第十中

教 諭 島 貫　 遥 新 採

教 職 員

退　職

武田篤（高畠町立高畠中主幹教諭）、中川伸子（高畠町立高畠小教諭）、尾形あゆみ（高畠町立高畠小教諭）、
菅野卓（再）（高畠町立高畠小教諭）、舎利倉寛明（高畠町立二井宿小教諭）、齋藤広美（再）（高畠町立二井宿小教
諭）、金子裕子（再）（高畠町立屋代小教諭）、村山千香子（高畠町立高畠小事務主査）、竹田悦子（高畠町立亀岡小
事務主査）

：再任用再

再

再
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平
成
30
年
度
公
立
高
畠
病
院
新
規
採
用
職
員

平
成
30
年
度
新
規
採
用
職
員

鏡　 恵 美
（介護福祉士・３階東病棟）

齋 藤 真 理
（介護福祉士・２階病棟）

渡 部 崇 久
（理学療法士・リハビリテーション科）

新 藤　 柾
（理学療法士・リハビリテーション科）

土 屋 瑠 美
（看護師・３階東病棟）

齊 藤　 葵
（管理栄養士・栄養管理化）

大 浦 真 理
（看護師・２階病棟）

原　亜梨沙
（看護師・３階東病棟）

大道寺  恵
（看護師・３階東病棟）

片 平 茅 夏
（看護師・２階病棟）

髙 橋 千 里
（介護福祉士・３階西病棟）

八 鍬 音 寧
（総務課・主事補）

木 村 駿 平
（建設課・技師補）

澁 江 穂 香
（福祉こども課・主事補）

金 子 祐 太
（農林振興課・主事補）

岡 崎　 桜
（企画財政課・主事補）

佐 藤 拓 郎
（税務課・主事）

小 川　 育
（健康長寿課・保健師）

髙 橋 裕 平
（総務課・主事）

近 野 憲 希
（商工観光課・主事）

学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 旧職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 頭 平 誠 高畠町立糠野目小 教 頭 高 橋 宏 幸 高畠町立亀岡小

教 諭 野 本 雅 士 飯豊少年自然の家 教 諭 菅野千枝子 南陽市立赤湯小

教 諭 小 野 春 華 米沢市立南部小 教 諭 渡 部　 一 高畠町立亀岡小

教 諭 田 村 憲 子 新 採 養護教諭 髙 橋 博 子 南陽市立沖郷中

養護教諭 髙橋和嘉恵 新 採 教 諭 中川伸子　 米沢市立窪田小

副主任 村山千香子　 高畠町立高畠小

二 井 宿 小 学 校
教 頭 佐 々 木 誠 南陽市立梨郷小 教 頭 太 田 和 広 米沢市立関根小

教 諭 寒河江正人 米沢市立北部小

屋 代 小 学 校

教 諭 金子美智子 米沢市立南部小 教 諭 仁 瓶 直 子 南陽市立赤湯小

教 諭 大 野 祐 佳 南陽市立赤湯小 教 諭 宍 戸 春 奈 米沢市立六郷小

教 諭 土 屋 怜 子 米沢市立東部小

亀 岡 小 学 校

校 長 高 橋 宏 幸 高畠町立高畠小 校 長 遠 藤 宏 子 川西町立大塚小

教 諭 小林恵里子 南陽市立赤湯小 教 諭 濱田美智留 高畠町立糠野目小

教 諭 渡 部　 一 高畠町立高畠小 教 諭 小 松 智 哉 高畠町立糠野目小

教 諭 大河原彩季 新 採

和 田 小 学 校
教 諭 大 塚 彩 子 新 採 教 諭 嶋 倉 桂 子 高畠町立糠野目小

主 事 後 藤 祐 知 新 採

糠 野 目 小 学 校

教 頭 佐 藤 英 樹 鶴岡市立西郷小 教 頭 平 誠 高畠町立高畠小

教 諭 佐 藤 雅 子 米沢市立興譲小 教 諭 鈴木知佳子 飯豊町立第一小

教 諭 濱田美智留 高畠町立亀岡小 教 諭 鹿野美紀子 米沢市立松川小

教 諭 小 松 智 哉 高畠町立亀岡小 教 諭 竹 田 千 明 南陽市立宮内小

教 諭 嶋 倉 桂 子 高畠町立和田小

高 畠 中 学 校

教 頭 半 田 俊 一 小国町立小国中 教 頭 完 戸 陽 介 小国町立叶水中

主幹教諭 青 野　 剛 高畠町立高畠中 教 諭 青 野　 剛 高畠町立高畠中

教 諭 大河原佑介 遊佐町立遊佐中 教 諭 多勢千鶴子 置賜教育事務所

教 諭 青 木 雄 弥 長井市立長井北中 教 諭 富 谷 昌 代 南陽市立赤湯中

教 諭 長谷部稚奈 長井市立長井北中 教 諭 佐 藤　 敏 川西町立川西中

教 諭 鈴 木 愛 美 米沢市立第四中 教 諭 鈴 木　 樹 山形市立第十中

教 諭 島 貫　 遥 新 採

教 職 員

退　職

武田篤（高畠町立高畠中主幹教諭）、中川伸子（高畠町立高畠小教諭）、尾形あゆみ（高畠町立高畠小教諭）、
菅野卓（再）（高畠町立高畠小教諭）、舎利倉寛明（高畠町立二井宿小教諭）、齋藤広美（再）（高畠町立二井宿小教
諭）、金子裕子（再）（高畠町立屋代小教諭）、村山千香子（高畠町立高畠小事務主査）、竹田悦子（高畠町立亀岡小
事務主査）

：再任用再

再

再
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定
例
監
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
問
合
せ
先
／
町
監
査
委
員
事
務
局　

☎
52
２
０
８
２

　

監
査
委
員

　

遠
藤
寿
志　

中
川
正
昭　

　

監
査
の
種
類

　

監
査
の
期
間

　

平
成
29
年
10
月
３
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
23
日
ま
で

法
令
お
よ
び
年
間
監
査
計
画
に
基
づ

き
、
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
お

よ
び
高
畠
町
監
査
委
員
条
例
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
定
例
監
査

　

監
査
の
方
法

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
監
査
補
助
職
員

は
事
前
に
関
係
書
類
等
の
提
出
を
求
め
、

調
査
内
容
の
聴
取
り
等
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
監
査
委
員
に
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
は
、
必
要
に
応
じ

関
係
職
員
よ
り
説
明
聴
取
と
質
疑
応
答
を

行
い
、
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果

　

平
成
28
、
29
年
度
に
お
け
る
町
の
財
務

に
関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
が
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
委

託
料
、
補
助
金
等
を
重
点
監
査
事
項
と
し

ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、
審
査
対
象
と
な
っ
た
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
業
務

に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
、指
摘
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
一
部
の
事
務
事
業
が
条
例
や
財

務
規
則
等
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
に
お
い

て
、
留
意
す
べ
き
点
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
次
の
と
お

り
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

①
条
例
や
規
則
等
を
十
分
確
認
し
て
、
効

率
的
な
予
算
執
行
と
適
正
な
事
務
処
理

に
よ
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

②
事
務
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
支

出
負
担
行
為
を
は
じ
め
と
し
た
事
務
手

続
き
の
流
れ
に
つ
い
て
、
財
務
規
則
等

を
遵
守
す
る
よ
う
留
意
し
て
ほ
し
い
。

③
今
後
も
、
町
が
持
続
的
な
発
展
を
す
る

た
め
に
、
各
種
計
画
等
に
基
づ
き
、
町

民
の
た
め
の
事
務
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
税
等
の

　

納
付
は

な
口
座
振
替
で
！

安
全

安
心

便
利

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
で
…
通
帳
•
届
出

印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
新
規
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
の
振
替
に
な

り
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
は
各
納
期
限
日
で
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
高

畠
町
の
財
政
運
営
や
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
費
用
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
町
の

み
な
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め
の
重
要
な
原
資
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

納
め
忘
れ
や
未
納
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滞納滞納the 税税税

▲

問
合
せ
先
／
町
税
務
課
収
納
管
理
係
　
☎
52
２
０
５
４

町
税
務
課
で
は
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
平
成
30
年
度

　口
座
振
替
領
収
書
に
つ
い
て

※
軽
自
動
車
税
領
収
証
書
兼
車
検
用
納
税
証
明
書
は
５
月
11
日
㈮
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　

車
検
に
は
こ
の
納
税
証
明
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
課
税
の
町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
で
、
納
め
忘
れ
や
未
納
の
あ
る
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

５
月
は
納
税
強
化
月
間
で
す

　全国的な人口減少、少子高齢化、災害や世界経済の急激な変動等のリスクなど、今までの商品やサービスのあ
り方が大きく様変わりし、従来の経営手法では通用しない時代となっています。町ではこうした時代を逆にチャン
スと捉え、「新しい儲ける仕組み（新ビジネスモデル）」や「事業継続計画（ＢＣＰ）策定」にチャレンジする事
業所を支援します。
１．補助対象者
　（１）高畠町に住所を有する中小企業信用保険法第２条に定める中小企業者および小規模企業者
　　　  またはこれらで組織する団体
　（２）高畠町に住所を有する農業法人または農業者で組織する団体
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　（１）中小企業者等が実施する次の事業
　　　　①新ビジネスモデルを構築するための情報収集事業（研修会の開催等）
　　　　②新商品・サービスの開発および試験販売・市場調査
　　　　③事業継続計画（ＢＣＰ）の策定
　　　　補助対象経費は、①～③に係る謝金、旅費、事業費、開発費等が対象となります。
　（２）補助率等　　補助対象経費の２分の１以内（最大 30万円）で、予算の範囲内での交付となります。
３．公募受付締切日　　６月４日（月）まで

４．申請方法　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締切日までに申請先に提出してください。
　　　　　　　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいはご持参ください。
５．選定方法　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。
６．申請・問合せ先
　　〒 992 － 0392　高畠町大字高畠４３６　町商工観光課商工振興係　担当：島津、佐藤　
　　☎（52）２０１９　FAX（52）１５４３
　　　Eメール：syoukan @ town.takahata.yamagata.jp

３．公募受付締切日　　６月４日（月）まで
４．申請方法　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締切日までに申請先に提出してください。
　　　　　　　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいはご持参ください。
５．選定方法　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。
６．申請・問合せ先
　　〒 992 － 0392　高畠町大字高畠４３６　町商工観光課商工振興係　担当：島津、佐藤　
　　☎（52）２０１９　FAX（52）１５４３
　　Eメール：syoukan @ town.takahata.yamagata.jp

　創業による新事業を地域内から生み出し、新しい需要や雇用を創出することにより、地域経済の活性化を図る
ため、町内で創業するために必要な立ち上げ期における環境整備を支援します。

１．補助対象者
　　新たに町内で創業を行う人または交付申請時に町内で創業後１年未満の人
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　　創業者が、地域の需要や雇用を支える事業や海外市場の獲得を念頭とした事業を、新たに町内において興すもの

補助対象経費 補　助　率　等

創業経費（設備、装置の取得費等）、家賃 補助対象経費の合計額の２分の１以内（最大 30万円）で、
予算の範囲内で交付となります。

　　※創業者支援の補助金交付には、高畠町創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業（創業セミナー等）を
　　　受講し、町の証明書の交付を受ける必要があります。

平成３０年度　創業者支援事業の提案を受付中！

平成３０年度　新事業活動推進サポート補助事業の提案を受付中！
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定
例
監
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
問
合
せ
先
／
町
監
査
委
員
事
務
局　

☎
52
２
０
８
２

　

監
査
委
員

　

遠
藤
寿
志　

中
川
正
昭　

　

監
査
の
種
類

　

監
査
の
期
間

　

平
成
29
年
10
月
３
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
23
日
ま
で

法
令
お
よ
び
年
間
監
査
計
画
に
基
づ

き
、
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
お

よ
び
高
畠
町
監
査
委
員
条
例
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
定
例
監
査

　

監
査
の
方
法

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
監
査
補
助
職
員

は
事
前
に
関
係
書
類
等
の
提
出
を
求
め
、

調
査
内
容
の
聴
取
り
等
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
監
査
委
員
に
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
は
、
必
要
に
応
じ

関
係
職
員
よ
り
説
明
聴
取
と
質
疑
応
答
を

行
い
、
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果

　

平
成
28
、
29
年
度
に
お
け
る
町
の
財
務

に
関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
が
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
委

託
料
、
補
助
金
等
を
重
点
監
査
事
項
と
し

ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、
審
査
対
象
と
な
っ
た
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
業
務

に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
、指
摘
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
一
部
の
事
務
事
業
が
条
例
や
財

務
規
則
等
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
に
お
い

て
、
留
意
す
べ
き
点
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
次
の
と
お

り
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

①
条
例
や
規
則
等
を
十
分
確
認
し
て
、
効

率
的
な
予
算
執
行
と
適
正
な
事
務
処
理

に
よ
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

②
事
務
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
支

出
負
担
行
為
を
は
じ
め
と
し
た
事
務
手

続
き
の
流
れ
に
つ
い
て
、
財
務
規
則
等

を
遵
守
す
る
よ
う
留
意
し
て
ほ
し
い
。

③
今
後
も
、
町
が
持
続
的
な
発
展
を
す
る

た
め
に
、
各
種
計
画
等
に
基
づ
き
、
町

民
の
た
め
の
事
務
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
税
等
の

　

納
付
は

な
口
座
振
替
で
！

安
全

安
心

便
利

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
で
…
通
帳
•
届
出

印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
新
規
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
の
振
替
に
な

り
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
は
各
納
期
限
日
で
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
高

畠
町
の
財
政
運
営
や
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
費
用
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
町
の

み
な
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め
の
重
要
な
原
資
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

納
め
忘
れ
や
未
納
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納the 税税税

▲

問
合
せ
先
／
町
税
務
課
収
納
管
理
係
　
☎
52
２
０
５
４

町
税
務
課
で
は
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
平
成
30
年
度

　口
座
振
替
領
収
書
に
つ
い
て

※
軽
自
動
車
税
領
収
証
書
兼
車
検
用
納
税
証
明
書
は
５
月
11
日
㈮
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　

車
検
に
は
こ
の
納
税
証
明
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
課
税
の
町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
で
、
納
め
忘
れ
や
未
納
の
あ
る
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

税税税税税税税税税税税税５月
は
納
税
強
化
月
間
で
す

　全国的な人口減少、少子高齢化、災害や世界経済の急激な変動等のリスクなど、今までの商品やサービスのあ
り方が大きく様変わりし、従来の経営手法では通用しない時代となっています。町ではこうした時代を逆にチャン
スと捉え、「新しい儲ける仕組み（新ビジネスモデル）」や「事業継続計画（ＢＣＰ）策定」にチャレンジする事
業所を支援します。
１．補助対象者
　（１）高畠町に住所を有する中小企業信用保険法第２条に定める中小企業者および小規模企業者
　　　  またはこれらで組織する団体
　（２）高畠町に住所を有する農業法人または農業者で組織する団体
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　（１）中小企業者等が実施する次の事業
　　　　①新ビジネスモデルを構築するための情報収集事業（研修会の開催等）
　　　　②新商品・サービスの開発および試験販売・市場調査
　　　　③事業継続計画（ＢＣＰ）の策定
　　　　補助対象経費は、①～③に係る謝金、旅費、事業費、開発費等が対象となります。
　（２）補助率等　　補助対象経費の２分の１以内（最大 30万円）で、予算の範囲内での交付となります。
３．公募受付締切日　　６月４日（月）まで

４．申請方法　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締切日までに申請先に提出してください。
　　　　　　　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいはご持参ください。
５．選定方法　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。
６．申請・問合せ先
　　〒 992 － 0392　高畠町大字高畠４３６　町商工観光課商工振興係　担当：島津、佐藤　
　　☎（52）２０１９　FAX（52）１５４３
　　　Eメール：syoukan @ town.takahata.yamagata.jp

３．公募受付締切日　　６月４日（月）まで
４．申請方法　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締切日までに申請先に提出してください。
　　　　　　　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいはご持参ください。
５．選定方法　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。
６．申請・問合せ先
　　〒 992 － 0392　高畠町大字高畠４３６　町商工観光課商工振興係　担当：島津、佐藤　
　　☎（52）２０１９　FAX（52）１５４３
　　Eメール：syoukan @ town.takahata.yamagata.jp

　創業による新事業を地域内から生み出し、新しい需要や雇用を創出することにより、地域経済の活性化を図る
ため、町内で創業するために必要な立ち上げ期における環境整備を支援します。

１．補助対象者
　　新たに町内で創業を行う人または交付申請時に町内で創業後１年未満の人
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　　創業者が、地域の需要や雇用を支える事業や海外市場の獲得を念頭とした事業を、新たに町内において興すもの

補助対象経費 補　助　率　等

創業経費（設備、装置の取得費等）、家賃 補助対象経費の合計額の２分の１以内（最大 30万円）で、
予算の範囲内で交付となります。

　　※創業者支援の補助金交付には、高畠町創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業（創業セミナー等）を
　　　受講し、町の証明書の交付を受ける必要があります。

平成３０年度　創業者支援事業の提案を受付中！

平成３０年度　新事業活動推進サポート補助事業の提案を受付中！
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このたび、家屋一斉調査を下記の通り行いますので、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

１　家屋一斉調査とは？
　町内にある全ての家屋について、家屋の所有者の住所や氏名、建物の種類や構造、新築・増築や取壊しなどの
実態を正確に把握し、適正かつ公正な課税を行うための調査です。

２　調査の対象
　町内にある全ての家屋が調査対象です。ただし、屋根だけの建物など、家屋としての要件を備えていない建物
は調査対象外です。あわせて、宅地の利用状況も確認させていただきます。
　※固定資産税の課税対象となる家屋とは、下記の要件を全て満たしている建物をいいます。
　　①　屋根や周壁等を有すること（外気分断性）
　　②　土地に定着した建造物であること（土地への定着性）
　　③　居住、作業、貯蔵等のために使用できる状態にあるもの（用途性）

３　調査の時期

※詳細については、別途個別に連絡いたします。

調 査 地 区 調査時期（予定）

和 田 地 区 平成 30 年６月上旬～８月上旬

亀 岡 地 区 平成 30 年８月上旬～９月上旬

屋 代 地 区 平成 30 年９月上旬～ 11 月下旬

４　調査の方法
　調査は、実在する建物と町の課税台帳の内容が一致しているかどうかを１棟ずつ確認します。

　①　調査員は、町税務課資産税係の職員２人１組で、町が発行した職員証を携行しています。
　②　調査にあたっては、敷地内に立ち入らせていただく場合もあります（原則として建物の中には入りません）。
　③　留守の場合も調査させていただき、調査結果等連絡事項を郵便受け等に投函しますが、不明な点につい　
　　　ては後日お尋ねする場合があります。
　④　家屋の所有者が不明な場合、近隣の人にお尋ねする場合があります。
　⑤　調査の記録のため、写真を撮影する場合があります。
　⑥　課税されていない家屋が確認された場合には、ご連絡の上、改めて調査にお伺いします。
　⑦　宅地の利用状況は、住宅用地としての利用かどうかを確認します。

※家屋の一斉調査と並行して、新築家屋の調査も行っています。新築家屋の調査は、町から事前に調査依頼の文
書を送付させていただき、調査日時を調整の上、所有者または代理人の立会いのもと、町税務課資産税係の職
員２人による現地調査となります。調査は、固定資産税を課税するにあたり、適正な評価額を算出するために
行います。そのため建物内への立ち入りをさせていただき、建物の構造、各部屋の間取り、内部の資材、建築
設備の確認等を行います。

家屋の耐震診断やリフォーム、火災報知器、消火器を勧めるなど、今回の調査と関係のないお願い
をすることや、その場で税金の納付をお願いすることは絶対にありませんので、ご注意ください。

▶問合せ先╱町税務課資産税係　☎（52）２０７８

 家屋の一斉調査にご協力を！

　熱中小学校では、4月 14 日㈯に第 6期入学式
が行われました。新たな学びと出会いを求める新
入生 52 人を迎え、合計 148 人でスタートしま
した。
　入学式には 91人の生徒さんが参加され、在校
生はぶどう畑の整備と親睦を深めるためのワー
クショップ、新入生は時計製作を行いました。
　　

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を

＜熱中小学校第 6期がスタートしました＞

熱中小学校

山
やまもと

本　亮
りょう

地 域 お こ し 協力隊通信 vol. 28
　昨年度３月 14日㈬ひろすけホールにて行いました「高畠町地域おこし協力
隊活動報告会」へお越しいただいた皆さま、誠にありがとうございました。
3月末で２人、５月末で私の３人が地域おこし協力隊としての任期を終了しま
す。来月より地域おこし協力隊は３人体制で観光・廃校活用に関わってまいり
ますので今後ともよろしくお願いします。
　昨年度最後の取り組みとして、まほろば冬咲きぼたん祭りに合わせたイルミ
ネーションイベント「たかはた駅光の回廊 2018」を実施しました。このイベ
ントでは町内６地区すべての学童の方々の協力のもとで製作した雪像もいっ
しょに展示しています。お子さん
　

▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

　引き続き活動の様子は Facebook や、広報にて配信し
ていきたいと思いますので、是非ともご注目ください。
　これからも様々な活動を行いながら、ますます地域
に愛される場所にしたいと思いますので、今後ともご
愛顧の程よろしくお願い申し上げます。
　

の展示をご家族で見に来ていただく等、多くの方に足を運ん
でいただき大変嬉しく思っております。今後も別の形でイル
ミネーションや子どもたちを巻き込んだイベント作りを高畠
に残していきたいです。
　さて、私事ですが地域おこし協力隊の任期後、県内の企業
で正社員として就職する事となりました。愛知出身の私が、
縁あってこの山形県に残る結果となったことはとても感慨深
いです。一人の社会人として今後も山形の社会に貢献してま
いりたいと思っていますので、接点のある皆さま今後ともよ
ろしくお願いします。
　２年８か月、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。

▶在校生の取組みの様子

ぶどうの収穫が待ち遠しい

ですね☀

◀新入生の取組みの様子

世界に一つだけの時計が

できました♪
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このたび、家屋一斉調査を下記の通り行いますので、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

１　家屋一斉調査とは？
　町内にある全ての家屋について、家屋の所有者の住所や氏名、建物の種類や構造、新築・増築や取壊しなどの
実態を正確に把握し、適正かつ公正な課税を行うための調査です。

２　調査の対象
　町内にある全ての家屋が調査対象です。ただし、屋根だけの建物など、家屋としての要件を備えていない建物
は調査対象外です。あわせて、宅地の利用状況も確認させていただきます。
　※固定資産税の課税対象となる家屋とは、下記の要件を全て満たしている建物をいいます。
　　①　屋根や周壁等を有すること（外気分断性）
　　②　土地に定着した建造物であること（土地への定着性）
　　③　居住、作業、貯蔵等のために使用できる状態にあるもの（用途性）

３　調査の時期

※詳細については、別途個別に連絡いたします。

調 査 地 区 調査時期（予定）

和 田 地 区 平成 30 年６月上旬～８月上旬

亀 岡 地 区 平成 30 年８月上旬～９月上旬

屋 代 地 区 平成 30 年９月上旬～ 11 月下旬

４　調査の方法
　調査は、実在する建物と町の課税台帳の内容が一致しているかどうかを１棟ずつ確認します。

　①　調査員は、町税務課資産税係の職員２人１組で、町が発行した職員証を携行しています。
　②　調査にあたっては、敷地内に立ち入らせていただく場合もあります（原則として建物の中には入りません）。
　③　留守の場合も調査させていただき、調査結果等連絡事項を郵便受け等に投函しますが、不明な点につい　
　　　ては後日お尋ねする場合があります。
　④　家屋の所有者が不明な場合、近隣の人にお尋ねする場合があります。
　⑤　調査の記録のため、写真を撮影する場合があります。
　⑥　課税されていない家屋が確認された場合には、ご連絡の上、改めて調査にお伺いします。
　⑦　宅地の利用状況は、住宅用地としての利用かどうかを確認します。

※家屋の一斉調査と並行して、新築家屋の調査も行っています。新築家屋の調査は、町から事前に調査依頼の文
書を送付させていただき、調査日時を調整の上、所有者または代理人の立会いのもと、町税務課資産税係の職
員２人による現地調査となります。調査は、固定資産税を課税するにあたり、適正な評価額を算出するために
行います。そのため建物内への立ち入りをさせていただき、建物の構造、各部屋の間取り、内部の資材、建築
設備の確認等を行います。

家屋の耐震診断やリフォーム、火災報知器、消火器を勧めるなど、今回の調査と関係のないお願い
をすることや、その場で税金の納付をお願いすることは絶対にありませんので、ご注意ください。

▶問合せ先╱町税務課資産税係　☎（52）２０７８

 家屋の一斉調査にご協力を！

　熱中小学校では、4月 14 日㈯に第 6期入学式
が行われました。新たな学びと出会いを求める新
入生 52 人を迎え、合計 148 人でスタートしま
した。
　入学式には 91人の生徒さんが参加され、在校
生はぶどう畑の整備と親睦を深めるためのワー
クショップ、新入生は時計製作を行いました。
　　

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を

＜熱中小学校第 6期がスタートしました＞

熱中小学校

山
やまもと

本　亮
りょう

地 域 お こ し 協力隊通信 vol. 28
　昨年度３月 14日㈬ひろすけホールにて行いました「高畠町地域おこし協力
隊活動報告会」へお越しいただいた皆さま、誠にありがとうございました。
3月末で２人、５月末で私の３人が地域おこし協力隊としての任期を終了しま
す。来月より地域おこし協力隊は３人体制で観光・廃校活用に関わってまいり
ますので今後ともよろしくお願いします。
　昨年度最後の取り組みとして、まほろば冬咲きぼたん祭りに合わせたイルミ
ネーションイベント「たかはた駅光の回廊 2018」を実施しました。このイベ
ントでは町内６地区すべての学童の方々の協力のもとで製作した雪像もいっ
しょに展示しています。お子さん
　

▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

　引き続き活動の様子は Facebook や、広報にて配信し
ていきたいと思いますので、是非ともご注目ください。
　これからも様々な活動を行いながら、ますます地域
に愛される場所にしたいと思いますので、今後ともご
愛顧の程よろしくお願い申し上げます。
　

の展示をご家族で見に来ていただく等、多くの方に足を運ん
でいただき大変嬉しく思っております。今後も別の形でイル
ミネーションや子どもたちを巻き込んだイベント作りを高畠
に残していきたいです。
　さて、私事ですが地域おこし協力隊の任期後、県内の企業
で正社員として就職する事となりました。愛知出身の私が、
縁あってこの山形県に残る結果となったことはとても感慨深
いです。一人の社会人として今後も山形の社会に貢献してま
いりたいと思っていますので、接点のある皆さま今後ともよ
ろしくお願いします。
　２年８か月、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。

▶在校生の取組みの様子

ぶどうの収穫が待ち遠しい

ですね☀

◀新入生の取組みの様子

世界に一つだけの時計が

できました♪
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★本年度は医師の講話からスタートです！ご参加の際は、５月22日（火）までお電話でご予約ください。

平成31年度採用　高畠町医療職員募集
《募集職種・人員・受験資格》

《試験日・試験種目・試験場等》　

試　験　日 種　　目 内　　容　　等 試験会場

６月９日㈯
面 接 試 験 口述による面接試験

公立高畠病院
作 文 試 験 総合的な思考力等についての論文試験

職　種 募集人員 受　験　資　格

看 護 師 ５人
昭和 54 年 4月 2日以降に生まれた人で、看護師免許を有する人

または平成 31 年 4月末までに取得見込みの人

薬 剤 師 １人
昭和 56 年 4月 2日以降に生まれた人で、薬剤師免許を有する人

または平成 31 年 4月末までに取得見込みの人

▶受付期間／５月１日（火）から25日（金）まで（必着）
▶申込方法・提出先／所定の用紙により公立高畠病院
総務課に提出してください。（郵送可能）
所定の用紙は、公立高畠病院ホームページ（http://
www.takahatahospital.jp/）からダウンロードする
か、病院窓口（中央受付）で配布します。

▶採用日／平成 31年４月１日
▶合格者の発表／６月下旬　
　※電話等での合否に関する問合せはできません。
▶郵送・問合せ先／公立高畠病院総務課
　〒 992-0351　山形県東置賜郡高畠町大字高畠 386
　☎（52）１５００　FAX（52）１５１５

※次のいずれか一つに該当する人は受験資格を有しません。

（1）日本国籍を有しない人　　　　　　　　　

（2）成年被後見人または被保佐人

（3）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人

（4）日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党、その他団体を結成し、

（5）またはこれに加入した人

日　時 場　所

５月23日㈬
13時30分～14時30分

公立高畠病院
２階会議室

◆申込・問合せ先／公立高畠病院栄養管理科　　　☎（52）１５００

☆★☆どなたでも参加できます☆★☆

公立高畠病院【糖尿病教室】を開催します！

◇５月の土曜開院日は、『12日』と『26日』です。（午前中開院）

* バラ色の人生を送るために、
　　　　　　健康のい・ろ・はをお伝えします *

保健医療統括監・内科医長

加藤修一先生

内　　容

「100 才まで生きるには」
～百寿めざして脳・肺・心臓を守る！～

《試験区分・採用人数・職務内容・受験資格》

《試験日・試験種目・試験会場等》　第２次試験は、第１次試験合格者のみに通知します

試　験 試　験　日 種　　目 会　　場 内　　容　　等

第１次 ６月24日㈰

教 養 試 験

高 畠 町
中 央 公 民 館
（役場庁舎の隣）

一般的な知識および知能について、大学卒業程度の筆記試験

事務適性検査 職員としての適応性を正確さ・迅速さ等の作業能力等により検査

職 場 適 応
性 検 査 職員としての適応性を性格特性等により検査

作 文 試 験
（上級行政のみ） 総合的な判断力、思考力その他の能力についての論文試験

専門試験（考古学） 考古学（埋蔵文化財の発掘調査・保護）の専門的な知識について
の筆記試験

専門試験（建築） 建築の専門的な知識についての筆記試験

第２次 ７月下旬 面 接 試 験 口述による集団討議および個別面接　
※上級行政（考古学）については実技試験がある場合があります

試験区分 採用予定人員 職　務　内　容 受　験　資　格

上級行政 ４人程度 一般行政事務に従事します 平成３年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人

採用後、
高畠町に
居住でき
る人

上級行政
（考古学）

1人

主として考古学（埋蔵文化財
の発掘調査・保護）等に関す
る知識、技術、能力を必要と
する業務に従事します。

平成元年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人
※このほかにも条件が有りますので詳細は募集
　要項をご覧ください。

上級建築 １人
主として建築等に関する知
識、技術、能力を必要とする
業務に従事します。

平成元年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人

▼受付期間／５月１日㈫から５月31日㈭（消印有効）

▼受験申込書の請求／町総務課および町民課窓口で
交付します。町ホームページ（http://www.town.
takahata.yamagata.jp/）からも入手できます。※受
験申込書をプリンター等で印刷の際は両面印刷を
行ってください。※上級行政（考古学）の受験者
は「発掘調査・発掘調査報告書作成に係る調書」
の添付が必要です。

▼受験票の交付／申込者に「受験票」を郵送します。受
験票がなければ受験できませんので、６月 13 日㈬

平成31年４月１日採用

 平成 30 年度高畠町職員採用試験

までに到着しない場合は町総務課総務係にお問い
合わせください。

▶「初級行政」「初級土木」等の募集について／詳細は、
広報たかはた７月号および町ホームページでお知
らせいたします。

▼申込・問合せ先／
　〒 992-0392 高畠町大字高畠436番地
　町総務課総務係　☎（52）４４７５　
　　　　　　　　　℻  （52）１５４３
　E-mail：somu@town.takahata.yamagata.jp

 平成 30 年度 高畠町水道等量水器検針員募集
職種

水道等量水器検針員
（水道等メーターの検針を行い料金の
お知らせ票を配布する業務）

必要な資格要件 町内居住
※検針件数 1300 件前後

採用期間 ７月～ 12 月   再任用あり 募集人数 １人

年齢 18 歳以上 65 歳まで 募集期間 【募集期間】５月８日㈫～ 21 日㈪
【面接】５月 31 日㈭

賃金 【委託料】月額 120,000 円前後 募集要項配布
申込・問合せ先 町上下水道課☎（52）４４８３

就業期間 毎月１日～ 10 日ごろ
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★本年度は医師の講話からスタートです！ご参加の際は、５月22日（火）までお電話でご予約ください。

平成31年度採用　高畠町医療職員募集
《募集職種・人員・受験資格》

《試験日・試験種目・試験場等》　

試　験　日 種　　目 内　　容　　等 試験会場

６月９日㈯
面 接 試 験 口述による面接試験

公立高畠病院
作 文 試 験 総合的な思考力等についての論文試験

職　種 募集人員 受　験　資　格

看 護 師 ５人
昭和 54 年 4月 2日以降に生まれた人で、看護師免許を有する人

または平成 31 年 4月末までに取得見込みの人

薬 剤 師 １人
昭和 56 年 4月 2日以降に生まれた人で、薬剤師免許を有する人

または平成 31 年 4月末までに取得見込みの人

▶受付期間／５月１日（火）から25日（金）まで（必着）
▶申込方法・提出先／所定の用紙により公立高畠病院
総務課に提出してください。（郵送可能）
所定の用紙は、公立高畠病院ホームページ（http://
www.takahatahospital.jp/）からダウンロードする
か、病院窓口（中央受付）で配布します。

▶採用日／平成 31年４月１日
▶合格者の発表／６月下旬　
　※電話等での合否に関する問合せはできません。
▶郵送・問合せ先／公立高畠病院総務課
　〒 992-0351　山形県東置賜郡高畠町大字高畠 386
　☎（52）１５００　FAX（52）１５１５

※次のいずれか一つに該当する人は受験資格を有しません。

（1）日本国籍を有しない人　　　　　　　　　

（2）成年被後見人または被保佐人

（3）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人

（4）日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党、その他団体を結成し、

（5）またはこれに加入した人

日　時 場　所

５月23日㈬
13時30分～14時30分

公立高畠病院
２階会議室

◆申込・問合せ先／公立高畠病院栄養管理科　　　☎（52）１５００

☆★☆どなたでも参加できます☆★☆

公立高畠病院【糖尿病教室】を開催します！

◇５月の土曜開院日は、『12日』と『26日』です。（午前中開院）

* バラ色の人生を送るために、
　　　　　　健康のい・ろ・はをお伝えします *

保健医療統括監・内科医長

加藤修一先生

内　　容

「100 才まで生きるには」
～百寿めざして脳・肺・心臓を守る！～

《試験区分・採用人数・職務内容・受験資格》

《試験日・試験種目・試験会場等》　第２次試験は、第１次試験合格者のみに通知します

試　験 試　験　日 種　　目 会　　場 内　　容　　等

第１次 ６月24日㈰

教 養 試 験

高 畠 町
中 央 公 民 館
（役場庁舎の隣）

一般的な知識および知能について、大学卒業程度の筆記試験

事務適性検査 職員としての適応性を正確さ・迅速さ等の作業能力等により検査

職 場 適 応
性 検 査 職員としての適応性を性格特性等により検査

作 文 試 験
（上級行政のみ） 総合的な判断力、思考力その他の能力についての論文試験

専門試験（考古学） 考古学（埋蔵文化財の発掘調査・保護）の専門的な知識について
の筆記試験

専門試験（建築） 建築の専門的な知識についての筆記試験

第２次 ７月下旬 面 接 試 験 口述による集団討議および個別面接　
※上級行政（考古学）については実技試験がある場合があります

試験区分 採用予定人員 職　務　内　容 受　験　資　格

上級行政 ４人程度 一般行政事務に従事します 平成３年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人

採用後、
高畠町に
居住でき
る人

上級行政
（考古学）

1人

主として考古学（埋蔵文化財
の発掘調査・保護）等に関す
る知識、技術、能力を必要と
する業務に従事します。

平成元年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人
※このほかにも条件が有りますので詳細は募集
　要項をご覧ください。

上級建築 １人
主として建築等に関する知
識、技術、能力を必要とする
業務に従事します。

平成元年４月２日から
平成９年４月１日までに生まれた人

▼受付期間／５月１日㈫から５月31日㈭（消印有効）

▼受験申込書の請求／町総務課および町民課窓口で
交付します。町ホームページ（http://www.town.
takahata.yamagata.jp/）からも入手できます。※受
験申込書をプリンター等で印刷の際は両面印刷を
行ってください。※上級行政（考古学）の受験者
は「発掘調査・発掘調査報告書作成に係る調書」
の添付が必要です。

▼受験票の交付／申込者に「受験票」を郵送します。受
験票がなければ受験できませんので、６月 13 日㈬

平成31年４月１日採用

 平成 30 年度高畠町職員採用試験

までに到着しない場合は町総務課総務係にお問い
合わせください。

▶「初級行政」「初級土木」等の募集について／詳細は、
広報たかはた７月号および町ホームページでお知
らせいたします。

▼申込・問合せ先／
　〒 992-0392 高畠町大字高畠436番地
　町総務課総務係　☎（52）４４７５　
　　　　　　　　　℻  （52）１５４３
　E-mail：somu@town.takahata.yamagata.jp

 平成 30 年度 高畠町水道等量水器検針員募集
職種

水道等量水器検針員
（水道等メーターの検針を行い料金の
お知らせ票を配布する業務）

必要な資格要件 町内居住
※検針件数 1300 件前後

採用期間 ７月～ 12 月   再任用あり 募集人数 １人

年齢 18 歳以上 65 歳まで 募集期間 【募集期間】５月８日㈫～ 21 日㈪
【面接】５月 31 日㈭

賃金 【委託料】月額 120,000 円前後 募集要項配布
申込・問合せ先 町上下水道課☎（52）４４８３

就業期間 毎月１日～ 10 日ごろ
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まちの話題 あれこれ

亀岡小学校

糠野目小学校

高畠中学校

キドキの入学式ド

ちの新たな魅力を発信する場ま
　３月 30日㈮、浜田広介記念館ひろすけホールを
会場に、“ 世代間交流、地区間交流 ” の地域活性化
を目的とした東北楽天ゴールデンイーグルス vs 千
葉ロッテマリーンズの試合を映像で観戦するパブ
リックビューイングが山形県で初めて開催されまし
た。
　当日は町のスポーツ少年団員、高畠中学校の野球・
ソフトボール部員、商工会青年部を中心に約 70人
が観戦し、試合の間に企画されたゲームや、楽天球
団歌の合唱を通して、交流を深めました。

　今回のパブリックビューイングは、「野
球を通して町全体に活力が生まれる場を
作ろう」と昨年 10月から着任している
地域活力創生プロデューサーの外薗明博
さんとスポーツ少年団指導者の竹田広幸
さんにより企画されました。町と球団は
９年間「たかはたぶどうナイター（デー）」
で町の特産品デラウエアを来場者にプレ
ゼントするなどの交流を図ってきたこと
もあり今回のイベントが実現しました。
今回のイベントを皮切りに、今後も長期
連携を見据え様々な企画が予定されてお
り、球団関係者も「このような長期的な
交流は球団史上初」と力を込めます。
　町と球団、球団と町民、そして町民同
士が枠を越えて交流を深める素敵なイベ
ントになりました。

▲高畠町へ動画メッセージをいただい
た下妻選手（山形県出身）にお礼のメッ

セージを撮影しました

▶試合の合間には、出席した各団体（地
域おこし協力隊や商工会青年部など）

の PRタイムが設けられました。

▲交流ゲームでの景品受け取り

　４月７日㈯、町内の各小学校で入学式が行われまし
た。今年町内に入学した新入生は全部で 211 人。上
級生に見守られ入場する１年生の顔にはどこか緊張し
た表情の中にもドキドキやワクワクが感じ取れまし
た。
　これからの６年間
で、たくさんの思い出
を作り楽しい小学校生
活にしてください。 　４月８日㈰には、高畠中学校で入学式が行われまし

た。希望と期待を胸に、202 人が新しい学校生活の
スタートを切りました。勉強や部活など新しいことに
取り組みながら３年間の中学校生活を謳歌してくださ
い。
　今回で３回目の入学式を向かえ、３学年全てが高畠
中学の入学生となりました。これまでの伝統を引き継
ぎつつ新しい伝統を作る生徒の活躍が楽しみです。

MACHI no WADAI AREKORE

知症サポート企業に認定認

　認知症の人が住みなれた地域でその人らしく暮らし
続けられる社会の実現をめざして、高畠町と町内に拠
点を置く企業や商店が一体となって、認知症に関する
理解を深め、認知症の人や家族を支えていこうという
社会基盤を育成するために29年度より創設しました。
　有限会社ちょうさん様、横山育子美容室様、有限会
社高砂屋菓子店様に対し、「高畠町認知症サポート企
業　認定証」が贈られました。

の季節にサイクリング緑

　４月１日㈰、観光シーズンの幕開けを前に、「まほ
ろばの緑道サイクリング安全祈願祭」が太陽館前で行
われ、関係者や利用者代表の児童がシーズン中の無事
故を祈願しました。
　まほろばの緑道の沿線にはたくさんの文化財・観光
施設があり、春には約700本の桜のトンネルが訪れた
人を歓迎します。これからの風のさわやかな季節に、
自転車での観光はいかがですか？

　４月 20日㈮、高畠町芸術文化協会の総会が、町総
合交流プラザで開かれました。
　総会では、町の芸術文化の振興に寄与した５個人・
１団体に、竹田恵一会長から協会功労賞と奨励賞が授
与されました。受賞者は次のとおりです。
【高畠町芸術文化協会功労賞】
　冨樫　徹さん（たかはた文学）
　遠藤　富美子さん（まほろば民踊愛好会）
　服部　昭治さん（高畠菊花同好会）
　渡部　素さん（侃鶯会高畠支部）
　菅野　征子さん（高畠混声合唱団）
【高畠町芸術文化協会奨励賞】
　シニア高畠歌謡会

畠町芸術文化協会総会高

林水産業若者賞を受賞農 　この賞は、農業分野で活躍する若者の優れた成果や、
地域での地道な取り組みなどを実践している若手農業
者などを山形県が表彰するものです。
　大野さんは、生食・ワイン用ぶどう、さくらんぼな
ど果樹栽培の担い手として農業経営を支えてきました。
また、若手女性農業者で構成する団体「Ane chan－
あねちゃん」を結成し、町内外でのイベントに参加し
ながら農産物の出店販売や、ＳＮＳによる魅力発信に
取り組んでいます。
　農業を活気ある産業にするために、女性の立場から
農業を見つめ直し、活動の輪を広げつつ元気な農業活
動を展開していることが認められたものです。

▶写真╱大野美千代さん（高安）
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亀岡小学校

糠野目小学校

高畠中学校

キドキの入学式ド

ちの新たな魅力を発信する場ま
　３月 30日㈮、浜田広介記念館ひろすけホールを
会場に、“ 世代間交流、地区間交流 ” の地域活性化
を目的とした東北楽天ゴールデンイーグルス vs 千
葉ロッテマリーンズの試合を映像で観戦するパブ
リックビューイングが山形県で初めて開催されまし
た。
　当日は町のスポーツ少年団員、高畠中学校の野球・
ソフトボール部員、商工会青年部を中心に約 70人
が観戦し、試合の間に企画されたゲームや、楽天球
団歌の合唱を通して、交流を深めました。

　今回のパブリックビューイングは、「野
球を通して町全体に活力が生まれる場を
作ろう」と昨年 10月から着任している
地域活力創生プロデューサーの外薗明博
さんとスポーツ少年団指導者の竹田広幸
さんにより企画されました。町と球団は
９年間「たかはたぶどうナイター（デー）」
で町の特産品デラウエアを来場者にプレ
ゼントするなどの交流を図ってきたこと
もあり今回のイベントが実現しました。
今回のイベントを皮切りに、今後も長期
連携を見据え様々な企画が予定されてお
り、球団関係者も「このような長期的な
交流は球団史上初」と力を込めます。
　町と球団、球団と町民、そして町民同
士が枠を越えて交流を深める素敵なイベ
ントになりました。

▲高畠町へ動画メッセージをいただい
た下妻選手（山形県出身）にお礼のメッ

セージを撮影しました

▶試合の合間には、出席した各団体（地
域おこし協力隊や商工会青年部など）

の PRタイムが設けられました。

▲交流ゲームでの景品受け取り

　４月７日㈯、町内の各小学校で入学式が行われまし
た。今年町内に入学した新入生は全部で 211 人。上
級生に見守られ入場する１年生の顔にはどこか緊張し
た表情の中にもドキドキやワクワクが感じ取れまし
た。
　これからの６年間
で、たくさんの思い出
を作り楽しい小学校生
活にしてください。 　４月８日㈰には、高畠中学校で入学式が行われまし

た。希望と期待を胸に、202 人が新しい学校生活の
スタートを切りました。勉強や部活など新しいことに
取り組みながら３年間の中学校生活を謳歌してくださ
い。
　今回で３回目の入学式を向かえ、３学年全てが高畠
中学の入学生となりました。これまでの伝統を引き継
ぎつつ新しい伝統を作る生徒の活躍が楽しみです。

MACHI no WADAI AREKORE

知症サポート企業に認定認

　認知症の人が住みなれた地域でその人らしく暮らし
続けられる社会の実現をめざして、高畠町と町内に拠
点を置く企業や商店が一体となって、認知症に関する
理解を深め、認知症の人や家族を支えていこうという
社会基盤を育成するために29年度より創設しました。
　有限会社ちょうさん様、横山育子美容室様、有限会
社高砂屋菓子店様に対し、「高畠町認知症サポート企
業　認定証」が贈られました。

の季節にサイクリング緑

　４月１日㈰、観光シーズンの幕開けを前に、「まほ
ろばの緑道サイクリング安全祈願祭」が太陽館前で行
われ、関係者や利用者代表の児童がシーズン中の無事
故を祈願しました。
　まほろばの緑道の沿線にはたくさんの文化財・観光
施設があり、春には約700本の桜のトンネルが訪れた
人を歓迎します。これからの風のさわやかな季節に、
自転車での観光はいかがですか？

　４月 20日㈮、高畠町芸術文化協会の総会が、町総
合交流プラザで開かれました。
　総会では、町の芸術文化の振興に寄与した５個人・
１団体に、竹田恵一会長から協会功労賞と奨励賞が授
与されました。受賞者は次のとおりです。
【高畠町芸術文化協会功労賞】
　冨樫　徹さん（たかはた文学）
　遠藤　富美子さん（まほろば民踊愛好会）
　服部　昭治さん（高畠菊花同好会）
　渡部　素さん（侃鶯会高畠支部）
　菅野　征子さん（高畠混声合唱団）
【高畠町芸術文化協会奨励賞】
　シニア高畠歌謡会

畠町芸術文化協会総会高

林水産業若者賞を受賞農 　この賞は、農業分野で活躍する若者の優れた成果や、
地域での地道な取り組みなどを実践している若手農業
者などを山形県が表彰するものです。
　大野さんは、生食・ワイン用ぶどう、さくらんぼな
ど果樹栽培の担い手として農業経営を支えてきました。
また、若手女性農業者で構成する団体「Ane chan－
あねちゃん」を結成し、町内外でのイベントに参加し
ながら農産物の出店販売や、ＳＮＳによる魅力発信に
取り組んでいます。
　農業を活気ある産業にするために、女性の立場から
農業を見つめ直し、活動の輪を広げつつ元気な農業活
動を展開していることが認められたものです。

▶写真╱大野美千代さん（高安）
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休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ

【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

５月 ３日（木） 仁科歯科医院 米　　沢 ☎0238（21）5838

５月 ４日（金） さくら歯科クリニック 南　　陽 ☎0238（27）8241

５月 ５日（土） 芳賀歯科医院 長　　井 ☎0238（84）8107

５月 ６日（日） 漆山歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）4840

５月 13 日（日） あさひ歯科医院 米　　沢 ☎0238（24）0118

５月 20 日（日） 千葉歯科医院 高　　畠 ☎0238（57）4618

５月 27 日（日） 林歯科医院 米　　沢 ☎0238（22）8148

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名

５月 ３日（木） 五十嵐浩太郎 ５月 ４日（金） 上 領 　 勝

５月 ５日（土） 竹 田 　 聡 ５月 ６日（日） 柄 澤 　 哲

５月 13 日（日） 齋 藤 忠 明 ５月 20 日（日） 板 垣 敏 明

５月 27 日（日） 齋 藤 　 潔

 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時 電話でお問い合せのうえ、受診してください。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
健
康
長
寿
課
（
げ
ん
き
館
内
）
☎
52
５
０
４
５

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪
▶場所／健康管理施設「げんき館」　▶申込・問合せ先／町健康長寿課（げんき館内）☎（52）５０４５

すまいるサロン ♥♥予約不要
助産師が笑顔いっぱいのサロンでお待ちしておりま
すので、リフレッシュの機会にぜひご参加ください。
個別相談もあります。
▶日時／５月 10日（木）　
▶内容／

　　　　※自由に出入り可能です。
▶対象／妊婦およびおおむね生後４か月までの
　　　　赤ちゃんとママ
▶持ち物／母子健康手帳、赤ちゃんに必要な物

９時 50分～
10時～

10時 30分～

：お子さんの身体計測
：助産師によるハンドマッ
サージ・ミニ講話
：フリートーク

育児の悩み、子どもとの関わり、身体のこと等気軽
に何でもご相談ください。お待ちしています。
▶期日／５月 29日（火）
▶内容／お子さんの身体計測・育児相談（個別相談）

のびのび計測＆相談DAY ♥♥予約不要
産後はなかなか外出の機会がなくて…、腰が痛くて
…などのお悩みはありませんか？楽しく体を動かし
ながらリフレッシュできる講座となっています。個
別相談もあります。
▶日時／５月 18日（金）　13時 30分～ 15時
▶対象／産後１年頃までのママ　定員 15人
▶内容／骨盤調整・コンディショニング、
　　　　保育士による「赤ちゃんとの遊び方紹介」
▶託児／あり（13時 15分～受付）※人数に限り
　がありますのでお早めにお申込みください。
▶持ち物／母子健康手帳、上履き、タオル、飲み物　　　　　
　　　　　託児希望の人はオムツ・ミルク等必要な物

♥♥申込５月８日㈫
まで

産後ママのための Body メイクエクササイズ

助成対象者

①今年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる人。

② 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ

ルスによる免疫の機能に障がいを有する人。（身体障害者手帳１級相当）

※既に接種している人は対象外

助成対象期間 ４月１日～平成 31 年３月 31 日まで

接   種   回   数 １回

助      成      額
３，５００円

※高畠町、南陽市、川西町で接種する場合自己負担額は３，３００円となります。

その他市町村、医療機関ごとで接種費用は異なります。

接   種   方   法
・個別接種（医療機関に予約必要）

・対象者にはハガキを送付していますので、医療機関にお持ちください。

高齢者の肺炎球菌感染症の定期予防接種を実施しています

◆問合せ先／町健康長寿課地域保健係（げんき館内）　☎（52）１３０７

高畠町通所型サービスＣ

「介護予防・筋力アップ　はつらつ教室」のご案内

会　　　場 公立高畠病院
リハビリテーション科

高畠町在宅医療
介護連携センター

日　　　時

毎週（火）・（金）　13:30 ～ 15:00
①５月 29 日 ～８月７日
②９月４日～ 11 月 13 日
③平成 31 年１月８日～３月 19 日

毎週（月）・（木）　10:30 ～ 12:00
①５月 17 日 ～８月６日
②９月３日～ 11 月 29 日
③平成 31 年１月 10 日～３月 28 日

定　　　員 各　回　　　10 人 各　回　　　８人

・最近、転ぶのではないかと不安になった。
・階段を昇る時に、手すりが必要になった。
・15 分くらいの距離を休まず歩くのは大変になった。
・ビンやペットボトルのふたが開けにくくなった。 など感じる人はいませんか？

　町では、65 歳以上の人で全身の筋力や脚力等の運動機能の低下が心配される人を対象に、マシーンを使った
筋力トレーニング教室を開催いたします。
◆対象／基本チェックリスト（介護保険事業に基づく心身の状態に関する質問表）で、筋力低下などから運動の

必要性が高いと判断される人に参加いただきます。（なお、該当しない場合は、その他適切な介護予防教
室等をご案内します。）

◆内容／リハビリ専門職等による、マシーントレーニングや有酸素運動等。

◆参加料金／ 1回 300 円　　◆申込締切／ 5月 11日（金）まで

◆申込・問合せ先／高畠町地域包括支援センター（健康管理施設「げんき館」内）　☎（52）４４９５

期　　日 時　　間 場　　所

５月 17 日（木） 12 時 30 分～ 15 時 30 分 町中央公民館

献血でつながるいのち ※ 400ml 献血のみとなります。成分献血は行いません。
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休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ

【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

５月 ３日（木） 仁科歯科医院 米　　沢 ☎0238（21）5838

５月 ４日（金） さくら歯科クリニック 南　　陽 ☎0238（27）8241

５月 ５日（土） 芳賀歯科医院 長　　井 ☎0238（84）8107

５月 ６日（日） 漆山歯科医院 米　　沢 ☎0238（23）4840

５月 13 日（日） あさひ歯科医院 米　　沢 ☎0238（24）0118

５月 20 日（日） 千葉歯科医院 高　　畠 ☎0238（57）4618

５月 27 日（日） 林歯科医院 米　　沢 ☎0238（22）8148

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名

５月 ３日（木） 五十嵐浩太郎 ５月 ４日（金） 上 領 　 勝

５月 ５日（土） 竹 田 　 聡 ５月 ６日（日） 柄 澤 　 哲

５月 13 日（日） 齋 藤 忠 明 ５月 20 日（日） 板 垣 敏 明

５月 27 日（日） 齋 藤 　 潔

 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時 電話でお問い合せのうえ、受診してください。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
健
康
長
寿
課
（
げ
ん
き
館
内
）
☎
52
５
０
４
５

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪
▶場所／健康管理施設「げんき館」　▶申込・問合せ先／町健康長寿課（げんき館内）☎（52）５０４５

すまいるサロン ♥♥予約不要
助産師が笑顔いっぱいのサロンでお待ちしておりま
すので、リフレッシュの機会にぜひご参加ください。
個別相談もあります。
▶日時／５月 10日（木）　
▶内容／

　　　　※自由に出入り可能です。
▶対象／妊婦およびおおむね生後４か月までの
　　　　赤ちゃんとママ
▶持ち物／母子健康手帳、赤ちゃんに必要な物

９時 50分～
10時～

10時 30分～

：お子さんの身体計測
：助産師によるハンドマッ
サージ・ミニ講話
：フリートーク

育児の悩み、子どもとの関わり、身体のこと等気軽
に何でもご相談ください。お待ちしています。
▶期日／５月 29日（火）
▶内容／お子さんの身体計測・育児相談（個別相談）

のびのび計測＆相談DAY ♥♥予約不要
産後はなかなか外出の機会がなくて…、腰が痛くて
…などのお悩みはありませんか？楽しく体を動かし
ながらリフレッシュできる講座となっています。個
別相談もあります。
▶日時／５月 18日（金）　13時 30分～ 15時
▶対象／産後１年頃までのママ　定員 15人
▶内容／骨盤調整・コンディショニング、
　　　　保育士による「赤ちゃんとの遊び方紹介」
▶託児／あり（13時 15分～受付）※人数に限り
　がありますのでお早めにお申込みください。
▶持ち物／母子健康手帳、上履き、タオル、飲み物　　　　　
　　　　　託児希望の人はオムツ・ミルク等必要な物

♥♥申込５月８日㈫
まで

産後ママのための Body メイクエクササイズ

助成対象者

①今年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる人。

② 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ

ルスによる免疫の機能に障がいを有する人。（身体障害者手帳１級相当）

※既に接種している人は対象外

助成対象期間 ４月１日～平成 31 年３月 31 日まで

接   種   回   数 １回

助      成      額
３，５００円

※高畠町、南陽市、川西町で接種する場合自己負担額は３，３００円となります。

その他市町村、医療機関ごとで接種費用は異なります。

接   種   方   法
・個別接種（医療機関に予約必要）

・対象者にはハガキを送付していますので、医療機関にお持ちください。

高齢者の肺炎球菌感染症の定期予防接種を実施しています

◆問合せ先／町健康長寿課地域保健係（げんき館内）　☎（52）１３０７

高畠町通所型サービスＣ

「介護予防・筋力アップ　はつらつ教室」のご案内

会　　　場 公立高畠病院
リハビリテーション科

高畠町在宅医療
介護連携センター

日　　　時

毎週（火）・（金）　13:30 ～ 15:00
①５月 29 日 ～８月７日
②９月４日～ 11 月 13 日
③平成 31 年１月８日～３月 19 日

毎週（月）・（木）　10:30 ～ 12:00
①５月 17 日 ～８月６日
②９月３日～ 11 月 29 日
③平成 31 年１月 10 日～３月 28 日

定　　　員 各　回　　　10 人 各　回　　　８人

・最近、転ぶのではないかと不安になった。
・階段を昇る時に、手すりが必要になった。
・15 分くらいの距離を休まず歩くのは大変になった。
・ビンやペットボトルのふたが開けにくくなった。 など感じる人はいませんか？

　町では、65 歳以上の人で全身の筋力や脚力等の運動機能の低下が心配される人を対象に、マシーンを使った
筋力トレーニング教室を開催いたします。
◆対象／基本チェックリスト（介護保険事業に基づく心身の状態に関する質問表）で、筋力低下などから運動の

必要性が高いと判断される人に参加いただきます。（なお、該当しない場合は、その他適切な介護予防教
室等をご案内します。）

◆内容／リハビリ専門職等による、マシーントレーニングや有酸素運動等。

◆参加料金／ 1回 300 円　　◆申込締切／ 5月 11日（金）まで

◆申込・問合せ先／高畠町地域包括支援センター（健康管理施設「げんき館」内）　☎（52）４４９５

期　　日 時　　間 場　　所

５月 17 日（木） 12 時 30 分～ 15 時 30 分 町中央公民館

献血でつながるいのち ※ 400ml 献血のみとなります。成分献血は行いません。
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調査箇所 調査方法

分析結果

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム
134

放射性
セシウム
137

放射性
セシウム
計

前年度
放射性
セシウム
計

高畠地区
各地区２
か所から
採 取 し、
全検体を
混合して
1 検 体 と
した

未検出 12 110 122 81

二井宿地区

屋代地区

亀岡地区

和田地区

糠野目地区

　放射性物質の測定結果が上記のとおり「放射性物質汚染対処措

置法」に基づく指定廃棄物の基準である 8,000Bq/kg（セシウム合

計 134+137）[ 山形県内で被災地から受け入れる場合の基準は 1/2

である 4,000Bq/kg] を大きく下回る結果であったため、これまで

どおり最終処分場（浅川）において埋立処分ができます。

（単位：Bq（ベクレル）／ kg（キログラム））

1．測定方法
  「廃棄物関係ガイドライン 平成23年12月（環境省）」に準拠
2．測定機器　　ゲルマニウム半導体検出器
3．汚泥採取日　平成30年３月７日
4．調査結果

町内の道路側溝汚泥の放射線検査の結果について

▶問合せ先╱置賜広域行政事務組合　
☎（23）３２４６

　ごみ処理を行っている置賜広域行政事務組合で、子育てを支援するため、平成 30年度も指定ごみ袋の引換券
を無料配布します。
◆対象世帯／高畠町に住民登録しているお子さん（誕生日が平成 28年 4月 2日以降）がいるご家庭
◆配 布 物／指定可燃ごみ袋（大）の引換券（お子さん一人あたり年間 30枚）
※再発行はしませんので、無くさないよう早めに引き換えてください。
◆配布方法／誕生日が平成 30年４月 2日以降のお子さん：出生届出時に配布
　　　　　　誕生日が平成 28年 4月 2日～平成 30年 4月 1日のお子さん：郵送（５月下旬予定）
　　　　　　転入者：平成 30年 4月 1日以降に置賜地域圏外から転入した場合、郵送（随時）
◆引換方法／引換券に記載の発行日から３か月以内に登録店で商品と引き換えてください。
　　　　　　登録店リストは引換券に同封します。
◆申請は必要ありません。
◆引換券交付／町生活環境課　☎（52）１５９６

 子育て支援、指定ごみ袋の引換券を無料配布

日本赤十字社社費の御礼
　平成 29年度に町のみなさんから寄せられた日本赤十字社社費は 4,135,900 円（5,808 件）でした。社

費は日本赤十字社山形県支部へ送付後、国内外の災害、献血事業、救急法講習会等の資金として活用させ

ていただきました。ご協力誠にありがとうございました。本年度もよろしくお願い申し上げます。

▶問合せ先／福祉こども課地域福祉係　☎（52）３５６４

▶問合せ先╱町福祉こども課 ☎（52）２８６４

５月５日「こどもの日」から 11日は

児童福祉週間です

「あと一歩  力になるよ  その思い」

　子どもが家庭や地域において、豊かな
愛情に包まれながら夢と希望を持って未
来の担い手としてたくましく育ち、新し
い未来を築いていこうとする環境、社会
を整え、応援していこうと厚生労働省で
は「児童福祉週間」を定めています。

【児童福祉週間標語】

社会の宝である子どもたちが健やかに
育っていくように地域のみんなで子ども
を見守り支えになっていきましょう。

５
月
の
み
ん
な
の
広
場
　

〝
元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
〞

　

み
ん
な
で
か
わ
い
い
こ
と
り
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
!

▼
期
日
／
５
月
16
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

▼
持
ち
物
／
は
さ
み
・
の
り
・
お
て
ふ

き
（
製
作
で
使
用
し
ま
す
）

５
月
の
育
児
講
座
　

〝
乳
歯
ケ
ー
ス
作
り
〞

　

ケ
ー
ス
を
製
作
し
な
が
ら
、
虫

歯
に
な
り
に
く
い
お
菓
子
を
食
べ

ま
し
ょ
う
!
そ
の
後
、
歯
科
衛
生

士
さ
ん
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ（
仕

上
げ
磨
き
）指
導
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
／
５
月
23
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
／
ま
す
ぶ
ち
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク　

庄
司
加
奈
子
先
生

と
歯
科
衛
生
士
さ
ん

▼
持
ち
物
／
お
て
ふ
き
、
コ
ッ
プ
、

歯
ブ
ラ
シ
２
本（
本
人
用
、
仕
上

げ
磨
き
用
）

▼
参
加
費
／
５
０
０
円（
材
料
費
代
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

お
電
話
で
の
申
込
も
可
能
で
す
♪

　

材
料
費
代
は
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

むし歯のない子集まれ～
「よい歯で はっぴい」

〜
さ
わ
や
か
な

　
　

５
月
の
風
を
受
け
て
〜

子

育

て

通

信

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー▼

申
込
・
問
合
せ
先
╱
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０
　

☆昨年のブラッシング指導の様子
歯科衛生士さんに磨き方を教えて
もらいました。

☆昨年のみんなの広場の様子
「かわいい風車ができたよ！」

未来っ子登場Children
　平成３０年６月号に掲載するのは、平成２９年６月中
に生まれた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／５月10日（木）
♪申込先／町企画財政課広聴広報係  ☎（52）４４７６
♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画
財政課までお越しください。現像済み写真・データ
共に可能です。写真は編集の後ご返却します。

満１歳になるお子さんを募 集 し ま す
か
ね
こ

　し
ょ
う

（
西
町
）

金
子

　奨

　く
ん

平
成
29
年
５
月
30
日
生いやし系BigBoy

　

思
い
っ
き
り
外
遊
び
が
で
き
る
良

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、
私
た
ち
だ

け
で
な
く
、
こ
い
の
ぼ
り
も
空
か
ら

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
外
に
出
て
散
歩

を
し
た
り
、
公
園
な
ど
で
た
く
さ
ん

遊
ん
で
春
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
存

分
に
五
感
を
解
放
し
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
芝
生
ス

ペ
ー
ス
で
滑
り
台
や
ボ
ー
ル
遊
び
、

お
う
ち
ご
っ
こ
が
で
き
ま
す
。
お
友

だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
た
く
さ
ん
遊
ん

で
大
き
く
な
り
ま
し
ょ
う
‼

　

５
月
の
み
ん
な
の
広
場
は
、
製
作

を
し
て
か
ら
み
ん
な
で
元
気
に
遊
び

ま
す
。
育
児
講
座
は
、
小
児
歯
科
の

先
生
に
よ
る
〝
乳
歯
ケ
ー
ス
作
り
〞

と
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
仕
上
げ

磨
き
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
で
す
。

み
な
さ
ん
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

石
いしかわ

川　尚
なおと

和くん（上和田第三）

斎
さいとう

藤　千
ち く さ

玖早くん（相森）

後
ごと う

藤　妃
ひ な の

波乃ちゃん（弥生町） 近
こん の

野　由
ゆ い

依ちゃん（上平柳）

佐
さと う

藤　百
も か

香ちゃん（館の内）　 高
たかはし

橋　優
ゆうき

輝くん（下和田 12）

瀧
たきざわ

澤　永
えいきち

吉くん（砂押） 近
ちからし

嵐　妃
ひまり

莉ちゃん（幸町三） 矢
やじ ま

島　絢
あやな

菜ちゃん（入生田北）

『３月２日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子を
ご紹介します。これからも歯みがきがんばろう！』

さ
と
う

　た
い
ち

（
本
町
）

佐
藤

　泰
地

　く
ん

平
成
29
年
５
月
10
日
生

ねーね大好き！
お歌大好き！
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調査箇所 調査方法

分析結果

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム
134

放射性
セシウム
137

放射性
セシウム
計

前年度
放射性
セシウム
計

高畠地区
各地区２
か所から
採 取 し、
全検体を
混合して
1 検 体 と
した

未検出 12 110 122 81

二井宿地区

屋代地区

亀岡地区

和田地区

糠野目地区

　放射性物質の測定結果が上記のとおり「放射性物質汚染対処措

置法」に基づく指定廃棄物の基準である 8,000Bq/kg（セシウム合

計 134+137）[ 山形県内で被災地から受け入れる場合の基準は 1/2

である 4,000Bq/kg] を大きく下回る結果であったため、これまで

どおり最終処分場（浅川）において埋立処分ができます。

（単位：Bq（ベクレル）／ kg（キログラム））

1．測定方法
  「廃棄物関係ガイドライン 平成23年12月（環境省）」に準拠
2．測定機器　　ゲルマニウム半導体検出器
3．汚泥採取日　平成30年３月７日
4．調査結果

町内の道路側溝汚泥の放射線検査の結果について

▶問合せ先╱置賜広域行政事務組合　
☎（23）３２４６

　ごみ処理を行っている置賜広域行政事務組合で、子育てを支援するため、平成 30年度も指定ごみ袋の引換券
を無料配布します。
◆対象世帯／高畠町に住民登録しているお子さん（誕生日が平成 28年 4月 2日以降）がいるご家庭
◆配 布 物／指定可燃ごみ袋（大）の引換券（お子さん一人あたり年間 30枚）
※再発行はしませんので、無くさないよう早めに引き換えてください。
◆配布方法／誕生日が平成 30年４月 2日以降のお子さん：出生届出時に配布
　　　　　　誕生日が平成 28年 4月 2日～平成 30年 4月 1日のお子さん：郵送（５月下旬予定）
　　　　　　転入者：平成 30年 4月 1日以降に置賜地域圏外から転入した場合、郵送（随時）
◆引換方法／引換券に記載の発行日から３か月以内に登録店で商品と引き換えてください。
　　　　　　登録店リストは引換券に同封します。
◆申請は必要ありません。
◆引換券交付／町生活環境課　☎（52）１５９６

 子育て支援、指定ごみ袋の引換券を無料配布

日本赤十字社社費の御礼
　平成 29年度に町のみなさんから寄せられた日本赤十字社社費は 4,135,900 円（5,808 件）でした。社

費は日本赤十字社山形県支部へ送付後、国内外の災害、献血事業、救急法講習会等の資金として活用させ

ていただきました。ご協力誠にありがとうございました。本年度もよろしくお願い申し上げます。

▶問合せ先／福祉こども課地域福祉係　☎（52）３５６４

▶問合せ先╱町福祉こども課 ☎（52）２８６４

５月５日「こどもの日」から 11日は

児童福祉週間です

「あと一歩  力になるよ  その思い」

　子どもが家庭や地域において、豊かな
愛情に包まれながら夢と希望を持って未
来の担い手としてたくましく育ち、新し
い未来を築いていこうとする環境、社会
を整え、応援していこうと厚生労働省で
は「児童福祉週間」を定めています。

【児童福祉週間標語】

社会の宝である子どもたちが健やかに
育っていくように地域のみんなで子ども
を見守り支えになっていきましょう。

５
月
の
み
ん
な
の
広
場
　

〝
元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
〞

　

み
ん
な
で
か
わ
い
い
こ
と
り
を

つ
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り
ま
し
ょ
う
!

▼
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月
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㈬
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／
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▼
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み
・
の
り
・
お
て
ふ

き
（
製
作
で
使
用
し
ま
す
）

５
月
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〝
乳
歯
ケ
ー
ス
作
り
〞

　

ケ
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ス
を
製
作
し
な
が
ら
、
虫

歯
に
な
り
に
く
い
お
菓
子
を
食
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ま
し
ょ
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士
さ
ん
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よ
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ラ
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磨
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▼
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日
／
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月
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㈬

▼
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〜
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時
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分

▼
講
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／
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ぶ
ち
デ
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タ
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ク
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庄
司
加
奈
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生

と
歯
科
衛
生
士
さ
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▼
持
ち
物
／
お
て
ふ
き
、
コ
ッ
プ
、

歯
ブ
ラ
シ
２
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本
人
用
、
仕
上

げ
磨
き
用
）

▼
参
加
費
／
５
０
０
円（
材
料
費
代
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

お
電
話
で
の
申
込
も
可
能
で
す
♪

　

材
料
費
代
は
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

むし歯のない子集まれ～
「よい歯で はっぴい」

〜
さ
わ
や
か
な

　
　

５
月
の
風
を
受
け
て
〜

子

育

て

通

信

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー▼

申
込
・
問
合
せ
先
╱
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０　
　

☆昨年のブラッシング指導の様子
歯科衛生士さんに磨き方を教えて
もらいました。

☆昨年のみんなの広場の様子
「かわいい風車ができたよ！」

未来っ子登場Children
　平成３０年６月号に掲載するのは、平成２９年６月中
に生まれた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／５月10日（木）
♪申込先／町企画財政課広聴広報係  ☎（52）４４７６
♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画
財政課までお越しください。現像済み写真・データ
共に可能です。写真は編集の後ご返却します。

満１歳になるお子さんを募 集 し ま す
か
ね
こ

　し
ょ
う

（
西
町
）

金
子

　奨

　く
ん

平
成
29
年
５
月
30
日
生いやし系BigBoy

　

思
い
っ
き
り
外
遊
び
が
で
き
る
良

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、
私
た
ち
だ

け
で
な
く
、
こ
い
の
ぼ
り
も
空
か
ら

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
外
に
出
て
散
歩

を
し
た
り
、
公
園
な
ど
で
た
く
さ
ん

遊
ん
で
春
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
存

分
に
五
感
を
解
放
し
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
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ン
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芝
生
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ペ
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ス
で
滑
り
台
や
ボ
ー
ル
遊
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、

お
う
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ご
っ
こ
が
で
き
ま
す
。
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だ
ち
と
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に
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く
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う
‼

　

５
月
の
み
ん
な
の
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製
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を
し
て
か
ら
み
ん
な
で
元
気
に
遊
び

ま
す
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座
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児
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先
生
に
よ
る
〝
乳
歯
ケ
ー
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作
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と
歯
科
衛
生
士
さ
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よ
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仕
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磨
き
の
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で
す
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な
さ
ん
た
く
さ
ん
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加
し
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だ

さ
い
。

石
いしかわ

川　尚
なおと

和くん（上和田第三）

斎
さいとう

藤　千
ち く さ

玖早くん（相森）

後
ごと う

藤　妃
ひ な の

波乃ちゃん（弥生町） 近
こん の

野　由
ゆ い

依ちゃん（上平柳）

佐
さと う

藤　百
も か

香ちゃん（館の内）　 高
たかはし

橋　優
ゆうき

輝くん（下和田 12）

瀧
たきざわ

澤　永
えいきち

吉くん（砂押） 近
ちからし

嵐　妃
ひまり

莉ちゃん（幸町三） 矢
やじ ま

島　絢
あやな

菜ちゃん（入生田北）

『３月２日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子を
ご紹介します。これからも歯みがきがんばろう！』

さ
と
う

　た
い
ち

（
本
町
）

佐
藤

　泰
地

　く
ん

平
成
29
年
５
月
10
日
生

ねーね大好き！
お歌大好き！
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お知らせ

大人の風しん予防接種
費用を助成します
問町健康長寿課（げんき館内） 　　   ☎（52）１３０７

妊婦が風しんにかかることで胎児が心疾患・難聴・
白内障などを発症する『先天性風しん症候群』

となる割合が高いと言われています。町では発症を予
防するため、妊婦または同居の家族に対し抗体検査費
用および予防接種費用の助成事業を実施しています。
▶実施期間／４月１日～平成 31 年３月 31 日
▶助成対象／
　⑴抗体価検査費
　①妊娠を希望する、平成 30 年４月１日現在で満 23
歳以上 50 歳以下の女性 

　②妊娠を希望する、平成 30 年４月１日現在で満 23
歳以上 50 歳以下の女性（HI 抗体価が 16 以下であ
る人）の夫および同居家族

　③妊婦（HI 抗体価が 16 以下である人）の夫および同　　
　　居家族　※ただし、次の人は除きます。
　　・風しんの予防接種を２回受けている人
　　・風しんにかかったことのある人

お知らせ

交通安全県民運動
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

『よく見て　確認　ゆとり行動』
～ ゆずり合い　笑顔とゆとりの　山形路 ～

【重点事項】
◇運転者の基本ルール遵守徹底

　　　　　◇高齢者と子どもの交通事故防止
　　　　　◇飲酒運転の撲滅
　　　　　◇自転車利用時の交通事故防止

「夕方からの外出の際は、明るい色の衣服と
ピカピカ光る夜行反射材を身につけましょう。」

お知らせ

有害鳥獣対策
防護柵設置の支援

問町農林振興課企画農政係　　　   ☎（52）１８２７

農業者等が猿などの農作物被害を防止するために
設置する防護柵の設置費用に対し、支援を行い

ます。
▶補助対象要件／町内に住所を有し、現に猿等の被害
　を受け、または被害を受ける恐れがあるとして、新
　たに防護柵を設置される人。対象となるほ場は、出
　荷・販売用の作物を生産するほ場のみ。設置後の補
　助申請は不可。
▶補助金の額／防護柵の設置に要した費用の２分の１
　以内で上限 20 万円
▶申込締切／５月 18 日㈮

　⑵予防接種費
　　⑴の検査を受けた人のうち、抗体価が十分でない
　　と判定された人
▶助成費用／抗体検査費用、予防接種費用の全額
▶申請手続／健康長寿課（げんき館）で助成申請書の交
　付を受けます。
・接種前に手続きしてください。（印鑑が必要です。）
・既に接種済の人は、ご相談ください。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 28（－10） １（＋1） 36（－15）

南陽市 35（－15） ０（±0） 47（－19）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成30年１月から３月末までの交通事故発生状況

≪注意事項≫　　
◎女性が接種を受ける場合は、妊娠していないこ
とを確認してください。
◎女性が接種した場合は、接種後２か月は妊娠を
避けてください。
◎医療機関への予約後、妊娠していることが分
かった人は、接種しないでください。

高畠町からのおしらせ

お知らせ

医療用ウイッグ（かつら）
の購入費用の一部助成
問町健康長寿課（げんき館内）　   　☎（52）５０４５

がん患者の方の就労や社会参加を応援するために、
ウイッグ（かつら）の購入経費の一部を助成し

ます。
▶対象者／町内に住所を有する人で次の項目すべてに
　該当する人
　①がんと診断され、がんの治療を行っている人
　②がんの治療に伴う脱毛により、就労や社会参加等
　に支障があるまたは支障がでる恐れがあるため、ウ
　イッグが必要になっている人
　③他の法令等による助成を受けていない人
▶助成対象経費／平成 29 年 4月 1日以降に医療用ウ
　イッグを購入した経費（付属品やケア用品は対象に
　なりません。）
▶助成額／
　20,000 円または購入経費の１/2 の額のいずれか低い額
　※助成対象者 1人につき、1回限りです。
▶必要書類等／
　①がんの治療を受けていることを証明する書類（お
　薬手帳、診療明細書、治療方針計画書など）
　②医療用ウイッグを購入したことを証明する書類
　（領収書など）
　③通帳　④印鑑　⑤本人を確認する書類（運転免許
　証、健康保険証など）
▶申請手続き／所定の申請書に必要書類を添付し申請
してください。やむを得ない理由により直接窓口で申
請できない場合は、郵送で申請することが出来ます。

募　集

小学生限定！
二丁笠の踊り手募集

問たかはた夏まつり実行委員会事務局
（町商工観光課内）　☎（52）４４８２

小さな花笠を両手に持って踊る二丁笠（踊り）は、
とても愛らしく美しい踊りです。

練習は踊りの先生がやさしく教えてくださいます。そ
の練習の成果を８月の「青竹ちょうちんまつり」で披
露しましょう！
▶対象／小学生の女子（町外申込可）
▶募集人数／ 15 人
▶募集締切／５月 14 日㈪
▶練習期間／５月に１回、６月から毎月２回を予定
（毎回 60 分程度の練習になります。）
▶応募条件／原則として、上記の練習に参加できるこ
と。また、８月 16 日㈭の「青竹ちょうちんまつり」
民踊パレードに参加できること。

お知らせ

山火事にご注意を！
問町農林振興課農村林務係　　　☎（52）１１１３

春は空気が乾燥し、山火事が起こりやすくなりま
す。果樹の剪定枝のたき火などを原因として昨

年も全国で多くの山火事が発生しており、大変危険で
す。山火事は一人ひとりの心がけで防ぐことができま
すので十分に注意しましょう。

　　　　１. 枯草など燃えやすいものがある
　　　　　場所でたき火はしない。
　　　　２. 喫煙は決められた場所で行い、 
　　　　　ポイ捨てはしない。
　　　　３. 風が強い時に火気を使用しない。

など、一人ひとりが守るように心がけましょう。

お知らせ

有害鳥獣による
被害防止活動について
問町農林振興課企画農政係　　　☎（52）１８２７

町では、ニホンザル等の有害鳥獣による農作物被
害を防止するため、山沿いを中心に猟友会によ

る追い払いや捕獲活動を実施します。安全には十分に
配慮して実施しますが、事故防止のため、山沿いや山
中で行動する際は、できる限り目立つ服装でお出かけ
ください。　
　また、設置されたワナや電気柵等を見かけた際は、
近づいたり、手を触れたりしないでください。みなさ
んのご理解とご協力をお願いします。
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お知らせ

大人の風しん予防接種
費用を助成します
問町健康長寿課（げんき館内） 　　   ☎（52）１３０７

妊婦が風しんにかかることで胎児が心疾患・難聴・
白内障などを発症する『先天性風しん症候群』

となる割合が高いと言われています。町では発症を予
防するため、妊婦または同居の家族に対し抗体検査費
用および予防接種費用の助成事業を実施しています。
▶実施期間／４月１日～平成 31 年３月 31 日
▶助成対象／
　⑴抗体価検査費
　①妊娠を希望する、平成 30 年４月１日現在で満 23
歳以上 50 歳以下の女性 

　②妊娠を希望する、平成 30 年４月１日現在で満 23
歳以上 50 歳以下の女性（HI 抗体価が 16 以下であ
る人）の夫および同居家族

　③妊婦（HI 抗体価が 16 以下である人）の夫および同　　
　　居家族　※ただし、次の人は除きます。
　　・風しんの予防接種を２回受けている人
　　・風しんにかかったことのある人

お知らせ

交通安全県民運動
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

『よく見て　確認　ゆとり行動』
～ ゆずり合い　笑顔とゆとりの　山形路 ～

【重点事項】
◇運転者の基本ルール遵守徹底

　　　　　◇高齢者と子どもの交通事故防止
　　　　　◇飲酒運転の撲滅
　　　　　◇自転車利用時の交通事故防止

「夕方からの外出の際は、明るい色の衣服と
ピカピカ光る夜行反射材を身につけましょう。」

お知らせ

有害鳥獣対策
防護柵設置の支援

問町農林振興課企画農政係　　　   ☎（52）１８２７

農業者等が猿などの農作物被害を防止するために
設置する防護柵の設置費用に対し、支援を行い

ます。
▶補助対象要件／町内に住所を有し、現に猿等の被害
　を受け、または被害を受ける恐れがあるとして、新
　たに防護柵を設置される人。対象となるほ場は、出
　荷・販売用の作物を生産するほ場のみ。設置後の補
　助申請は不可。
▶補助金の額／防護柵の設置に要した費用の２分の１
　以内で上限 20 万円
▶申込締切／５月 18 日㈮

　⑵予防接種費
　　⑴の検査を受けた人のうち、抗体価が十分でない
　　と判定された人
▶助成費用／抗体検査費用、予防接種費用の全額
▶申請手続／健康長寿課（げんき館）で助成申請書の交
　付を受けます。
・接種前に手続きしてください。（印鑑が必要です。）
・既に接種済の人は、ご相談ください。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 28（－10） １（＋1） 36（－15）

南陽市 35（－15） ０（±0） 47（－19）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成30年１月から３月末までの交通事故発生状況

≪注意事項≫　　
◎女性が接種を受ける場合は、妊娠していないこ
とを確認してください。

◎女性が接種した場合は、接種後２か月は妊娠を
避けてください。

◎医療機関への予約後、妊娠していることが分
かった人は、接種しないでください。

高畠町からのおしらせ

お知らせ

医療用ウイッグ（かつら）
の購入費用の一部助成
問町健康長寿課（げんき館内）　   　☎（52）５０４５

がん患者の方の就労や社会参加を応援するために、
ウイッグ（かつら）の購入経費の一部を助成し

ます。
▶対象者／町内に住所を有する人で次の項目すべてに
　該当する人
　①がんと診断され、がんの治療を行っている人
　②がんの治療に伴う脱毛により、就労や社会参加等
　に支障があるまたは支障がでる恐れがあるため、ウ
　イッグが必要になっている人
　③他の法令等による助成を受けていない人
▶助成対象経費／平成 29 年 4月 1日以降に医療用ウ
　イッグを購入した経費（付属品やケア用品は対象に
　なりません。）
▶助成額／
　20,000 円または購入経費の１/2 の額のいずれか低い額
　※助成対象者 1人につき、1回限りです。
▶必要書類等／
　①がんの治療を受けていることを証明する書類（お
　薬手帳、診療明細書、治療方針計画書など）
　②医療用ウイッグを購入したことを証明する書類
　（領収書など）
　③通帳　④印鑑　⑤本人を確認する書類（運転免許
　証、健康保険証など）
▶申請手続き／所定の申請書に必要書類を添付し申請
してください。やむを得ない理由により直接窓口で申
請できない場合は、郵送で申請することが出来ます。

募　集

小学生限定！
二丁笠の踊り手募集

問たかはた夏まつり実行委員会事務局
（町商工観光課内）　☎（52）４４８２

小さな花笠を両手に持って踊る二丁笠（踊り）は、
とても愛らしく美しい踊りです。

練習は踊りの先生がやさしく教えてくださいます。そ
の練習の成果を８月の「青竹ちょうちんまつり」で披
露しましょう！
▶対象／小学生の女子（町外申込可）
▶募集人数／ 15 人
▶募集締切／５月 14 日㈪
▶練習期間／５月に１回、６月から毎月２回を予定
（毎回 60 分程度の練習になります。）
▶応募条件／原則として、上記の練習に参加できるこ
と。また、８月 16 日㈭の「青竹ちょうちんまつり」
民踊パレードに参加できること。

お知らせ

山火事にご注意を！
問町農林振興課農村林務係　　　☎（52）１１１３

春は空気が乾燥し、山火事が起こりやすくなりま
す。果樹の剪定枝のたき火などを原因として昨

年も全国で多くの山火事が発生しており、大変危険で
す。山火事は一人ひとりの心がけで防ぐことができま
すので十分に注意しましょう。

　　　　１. 枯草など燃えやすいものがある
　　　　　場所でたき火はしない。
　　　　２. 喫煙は決められた場所で行い、 
　　　　　ポイ捨てはしない。
　　　　３. 風が強い時に火気を使用しない。

など、一人ひとりが守るように心がけましょう。

お知らせ

有害鳥獣による
被害防止活動について
問町農林振興課企画農政係　　　☎（52）１８２７

町では、ニホンザル等の有害鳥獣による農作物被
害を防止するため、山沿いを中心に猟友会によ

る追い払いや捕獲活動を実施します。安全には十分に
配慮して実施しますが、事故防止のため、山沿いや山
中で行動する際は、できる限り目立つ服装でお出かけ
ください。　
　また、設置されたワナや電気柵等を見かけた際は、
近づいたり、手を触れたりしないでください。みなさ
んのご理解とご協力をお願いします。
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５月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

図書館に
行かなくちゃ

今月は、外に出かけたくなる本をご紹介いたします。

効果的なウォーキング方法や、道端の植物を紹介する実用書をはじめ、主人公

が散歩に出かけて様々な出会いをする小説や絵本を集めてみました。

今月の企画展
This month's exhibition

「さぁ！散歩に出かけよう !!」

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

新着図書

ジュディ・モードは宇宙人　　　　　　　　　　　

よく〈ふきげんモード〉になる

ジュディは、年に一度の〈さか

メーガン・マクドナルド作、
ピーター・レイノルズ絵、
宮坂宏美訳／小峰書店

私の人生に老後はない。　　

橋田　壽賀子／海竜社

過去はクヨクヨ考えない、未来

はアレコレ心配しない…。年を

こども読書まつりにきてね！
▶期日／５月 12日（土）
▶内容／
①おはなし会　午前の部　10時～ 10時 30分　
　　　　　　　午後の部　14時～ 14時 30分
②無料！古本コーナー　　　　
③本の「ブックコートのサービス」先着 10人まで。
　一人一冊限定。お気に入りの本をお持ちください。
④「ブックカフェ」１日だけのオープン
　コーヒー、お茶、その他の飲み物・ちょっとしたお菓子も用意しております。
　事前の申し込みは必要ありません。お気軽にご利用くだい。

◇マフィー＆ジオ空とぶレシピ　　　

　　　　　　　　　　　　　　石津ちひろ／ＢＬ出版

◇あかちゃん新社長がやってきた

　　　　　　　　　　　マーラ・フレイジー／講談社

◇さよならともだち　　　　　　内田鱗太郎／偕成社

◇川のむこうの図書館　池田ゆみる／さ・え・ら書房

◇たんじょう会はきょうりゅうをよんで

　　　　　　　　　　　　　　如月　かずさ／講談社

◇おちゃめに１００歳！寂聴さん　

　　　　　　　　　　　　　　瀬尾　まなほ／光文社

◇イザベルに薔薇を　　　　　　伊集院　静／双葉社

◇戦の国　　　　　　　　　　　　沖方　丁／講談社

◇春待ち雑貨店ぷらんたん　　　岡崎　琢磨／新潮社

◇オリジン（上・下）　　　

　　　　　　　　ダン・ブラウン／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

さまの日〉に、正反対の自分になることに。そ

のまま 1週間、〈ごきげんモード〉を続けるこ

とにしますが…。ジュディと仲間たちの楽しい

物語・第 12 弾。

取ることを受け入ながら、今日一日を前向きに

元気に楽しく生きるヒント。脚本家・橋田壽賀

子の生き方の真髄を表す言葉をまとめる。
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図書館に
行かなくちゃ

今月は、外に出かけたくなる本をご紹介いたします。

効果的なウォーキング方法や、道端の植物を紹介する実用書をはじめ、主人公

が散歩に出かけて様々な出会いをする小説や絵本を集めてみました。

今月の企画展
This month's exhibition

「さぁ！散歩に出かけよう !!」

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

新着図書

ジュディ・モードは宇宙人　　　　　　　　　　　

よく〈ふきげんモード〉になる

ジュディは、年に一度の〈さか

メーガン・マクドナルド作、
ピーター・レイノルズ絵、
宮坂宏美訳／小峰書店

　　　　　　　　　　　 私の人生に老後はない。　　

橋田　壽賀子／海竜社

過去はクヨクヨ考えない、未来

はアレコレ心配しない…。年を

こども読書まつりにきてね！
▶期日／５月 12日（土）
▶内容／
①おはなし会　午前の部　10時～ 10時 30分　
　　　　　　　午後の部　14時～ 14時 30分
②無料！古本コーナー　　　　
③本の「ブックコートのサービス」先着 10人まで。
　一人一冊限定。お気に入りの本をお持ちください。
④「ブックカフェ」１日だけのオープン
　コーヒー、お茶、その他の飲み物・ちょっとしたお菓子も用意しております。
　事前の申し込みは必要ありません。お気軽にご利用くだい。

◇マフィー＆ジオ空とぶレシピ　　　

　　　　　　　　　　　　　　石津ちひろ／ＢＬ出版

◇あかちゃん新社長がやってきた

　　　　　　　　　　　マーラ・フレイジー／講談社

◇さよならともだち　　　　　　内田鱗太郎／偕成社

◇川のむこうの図書館　池田ゆみる／さ・え・ら書房

◇たんじょう会はきょうりゅうをよんで

　　　　　　　　　　　　　　如月　かずさ／講談社

◇おちゃめに１００歳！寂聴さん　

　　　　　　　　　　　　　　瀬尾　まなほ／光文社

◇イザベルに薔薇を　　　　　　伊集院　静／双葉社

◇戦の国　　　　　　　　　　　　沖方　丁／講談社

◇春待ち雑貨店ぷらんたん　　　岡崎　琢磨／新潮社

◇オリジン（上・下）　　　

　　　　　　　　ダン・ブラウン／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

さまの日〉に、正反対の自分になることに。そ

のまま 1週間、〈ごきげんモード〉を続けるこ

とにしますが…。ジュディと仲間たちの楽しい

物語・第 12 弾。

取ることを受け入ながら、今日一日を前向きに

元気に楽しく生きるヒント。脚本家・橋田壽賀

子の生き方の真髄を表す言葉をまとめる。
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し
日
々
に
雪
影
小
さ
く
な
り

相

　森　

山
口
泰
子

手
を
叩
き
御
馳
走
の
山
雛
の
膳

下
和
田　

渡
部
忠
一

天
麩
羅
に
揚
げ
て
薬
味
の
春
の
膳

安
久
津　

髙
梨
忠
美

千
の
草
芽
吹
き
て
温
む
春
の
水

高

　畠　

相
田　

承

春
近
し
氷
融
け
だ
し
窪
み
水

夏

　茂　

小
浅　

昭

豪
雪
も
春
風
に
消
え
夢
模
様

福

　沢

　佐
藤
津
多

夜
半
覚
め
故
な
く
淋
し
冬
の
月

高

　畠

　佐
々
木
美
峰

深
し
雪
景
色
を
撮
り
て
都
会
の
孫
へ

　
相

　森　

太
田
邦
夫

春
浪
江
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
崩
れ
て
る

選

者

詠

花
い
か
だ
い
つ
ま
た
咲
く
や
桜
か
な

　

ゆ
る
り
と
流
ろ
よ
う
や
く
の
春

高

　畠　

相
田　

承

周
平
は
生
き
て
る
限
り
い
つ
く
し
み

　

全
て
を
つ
く
し
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
と

相

　森　

太
田
邦
夫

冬
季
五
輪
選
ば
れ
た
る
選
手
達

　

挫
折
苦
悩
も
次
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
す

相

　森

　太
田
京
子

雪
消
え
て
見
わ
た
す
限
り
大
地
見
え

　

花
咲
き
誇
り
我
先
に
芽
吹
く

亀

　岡　

大
槻
京
子

凍
て
土
も
ゆ
る
み
て
野
路
は
靴
の
底

　

吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
未
知
を
踏
む
ご
と

高

　畠　

金
子
協
子

猛
吹
雪
車
誘
導
形
は
見
え
ず

　

ラ
イ
ト
頼
り
に
小
国
の
里
で

旭

　町　

川
村　

祐
一

大
河
ド
ラ
マ
ジ
ョ
ン
万
次
郎
登い

で
し場

密
航
者

　

死
を
超
越
か
メ
リ
ケ
ン
学
者

入
生
田　

栗
田
憲
夫

弥
生
月
母
な
る
川
に
波
立
ち
て

　

鳥
雲
の
群
れ
北
へ
羽
ば
た
く

夏

　茂　

小
浅　

昭

春
な
れ
ば
甦
よ
み
が
えり
く
る
花
々
は

　

球
根
や
ぶ
り
そ
っ
と
芽
を
出
す

高

　畠　

後
藤
瑩
子

過
ぎ
し
日
は
戻
ら
ぬ
も
の
と
知
り
つ
つ
も

　

思
い
出
さ
せ
る
春
の
宵
闇

深

　沼　

佐
藤　
　

順

豪
雪
に
負
け
ず
芽
を
吹
く
ふ
き
の
と
う

　

我
も
負
け
じ
と
運
動
に
励
む

福

　沢　

佐
藤
津
多

踏
ま
れ
て
も
根
強
く
忍
べ
春
の
草

　

知
恵
を
絞
る
る
道
の
あ
り
け
り

安
久
津　

髙
梨
忠
美

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
月
山
道
を
潜く

ぐ
り
し
も

　

何
処
へ
行
く
か
今
だ
わ
か
ら
ず

柏
木
目　

中
村
康
子

春
霞
み
山
の
峯
々
見
え
ず
し
て

　

流
れ
行
く
世
の
行
く
先
む
な
し

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子

命
日
に
「
母
想
う
」
と
い
う
菓
子
を
買
い

　

妻
は
供
え
る
母
の
墓
前
に

塩

　森　

渡
部
一
博

子
等
遊
び
し
砂
の
上
に
は
足
の
跡

　

イ
の
字
と
ハ
の
字
に
離
れ
て
あ
り

下
和
田　

渡
部
忠
一

文
芸

▼
作
品
の
送
り
先
は
…

〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　
　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
部
門
は
部
門
を
明
記

の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、

封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
俳
句
は
当
季
の
作
品
を
１
人
３

句
、
川
柳
は
１
人
２
句
ま
で
と
し
ま
す
。

【
次
回
〆
切
り
日
】

俳
句
・
短
歌
と
も

平
成
30
年
５
月
31
日
㈭

好
奇
心
感
じ
る
ま
ま
に
三み

そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字

　

指
を
折
り
つ
つ
一
歩
踏
み
出
る

馬

　頭　

渡
部
美
代
子

我
が
背
丈
遥
か
に
越
し
し
孫
二
人

　

今
日
巣
立
ち
ゆ
く
春
の
香
た
つ
朝

選

者

詠
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たかはた町民講座
をご紹介します

▶申込・問合せ先／
　町社会教育課社会教育係　☎（52）４４８７

　陶芸同好会は創造の館を活動の場として、今年で発足 20年を迎え、会員の相互の親睦を目的として
います。町民講座には平成23年から登録しております。年齢層も幼稚園児から90歳までと幅広く、また、
県内外の人も多数参加して、関東方面から教室に参加される方もおります。お一人で参加する人もおり、
又小学生は親子で参加して人員は 100 余名以上にもなり、学校の体育館を使用して会員と共に楽しみ
ながら作陶に励んでいます。完成品を、地区の文化祭等に出展し、多くの人に鑑賞してもらっています。
その中で作品を今でも継続して使用していると聞くと感動します。講座を通して、子供の豊かな感性に
触れることで会員も励みになります。世界に一つしかない作品作りに今後共精進して参ります。

講座紹介

　「やさしい陶芸」

講師名／陶芸同好会　後藤 秀雄  氏

平成 30年度高畠町若者定住促進事業助成金の概要
　町内に定住する目的で住宅を取得する若者家族世帯に助成します。
　町外から町内に移住する人と、東日本大震災による原発事故のため避難をしている人には最大50万円を、
町内の貸家等に居住している人には最大 25万円を助成します。

【１．対象者要件】

⑴若者家族世帯（満 40 歳以下の若者と、その世
帯員の全てが 40歳以下の世帯）

⑵町内に住宅を取得し定住の意思があり、下記の
いずれかに該当する人。

【町外転入者】
　町外に３年以上居住し、町内に転入する人
【避難者】
　原発事故のため、山形県内に避難している人
【町内貸家居住者】
　町内の貸家等に３年以上居住している人
⑶町内に所有する住宅のない人
⑷市町村民税を滞納していない人
⑸平成 31 年２月末日までに実績報告書を提出で
きる人

【２．助成金額】

　新築住宅、または建売住宅の取得費（土地代は
含みません）の 10％で、町外転入者と避難者は上
限 50万円。
　町内貸家居住者は上限 25万円。

【３．申込み等の手続き】

　住宅取得契約締結の日から入居後３か月を経過
する日までに申請してください。

▶問合せ先／町建設課都市計画係　

☎（52）４４８１

広 告

設備の種類 設備の要件 設備の用途 町の補助金 県の補助金

発 

電

太陽光発電（新築設置）
発電出力
10 ｋＷ未満

住宅用
事業所用 ―

2.5 万円／ kW
（上限 10 万円）

太陽光発電（既築設置） 2.5 万円／ kW
（上限 20 万円）

蓄
電 蓄電池設備 太陽光発電設備

と同時設置
住宅用
事業所用

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 20 万円）

給　

湯

太陽熱温水器 集熱面積
2㎡以上 住宅用 1万円／㎡

（上限 3万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 5万円）

ソーラーシステム温水器 集熱面積
2㎡以上 住宅用 2万円／㎡

（上限 8万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 5万円）

ペレット・チップ・薪・
モミガライトボイラー

補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

―
設置工事費等の
2分の 1

（上限 50 万円）

暖　

房

ペレット・薪ストーブ 補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

設置工事費等の
3分の 1

（上限 5万円）

設置工事費等の
2分の 1

（上限 10 万円）

チップ・モミガライト
ストーブ

補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

―
設置工事費等の
2分の 1

（上限 10 万円）

地中熱利用空調装置 ＣＯＰ 3.0 以上 住宅用
設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
3分の 1

（上限 50 万円）
そ
の
他

地中熱利用融雪装置 ＣＯＰ 3.0 以上
または同等の水準 住宅用

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
3分の 1

（上限 30 万円）

県および町では再生可能エネルギー設備の導入に助成を行います。概要は以下のとおりです。要件等、詳細はお問い合わせください。

◆町の補助金について◆
【申込受付】5月14日（月）から受付を開始します。
　　　　　・設置する前に「事前協議書」を提出していただきます。
　　　　　・予算の範囲内で、先着順に受け付けます。
　　　　　・町内に住所を有する人（見込みの人含む）、町内の事業所・農業用施設で新たに設置する場合が対象です。
　　　　　・申込書類は、生活環境課窓口または、高畠町公式ホームページで入手できます。（トップページ→環境・自然）
　　　　　・※印の設備は「高畠町住宅リフォーム支援事業助成金」が該当する場合があります。（再生可能エネルギー
　　　　　　設備導入事業費補助金との併給は不可）▶問合せ先╱町建設課都市計画係　☎（52）４４８１
【問合せ先】町の補助金／町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

県の補助金／特定非営利活動法人環境ネットやまがた（県の委託先）　☎023（679）3377

再生可能エネルギーの導入に助成します！！再生可能エネルギーの導入に助成します！！再生可能エネルギーの導入に助成します！！

※

※

※

※

※

※

※

広 告

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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たかはた町民講座
をご紹介します

▶申込・問合せ先／
　町社会教育課社会教育係　☎（52）４４８７

　陶芸同好会は創造の館を活動の場として、今年で発足 20年を迎え、会員の相互の親睦を目的として
います。町民講座には平成23年から登録しております。年齢層も幼稚園児から90歳までと幅広く、また、
県内外の人も多数参加して、関東方面から教室に参加される方もおります。お一人で参加する人もおり、
又小学生は親子で参加して人員は 100 余名以上にもなり、学校の体育館を使用して会員と共に楽しみ
ながら作陶に励んでいます。完成品を、地区の文化祭等に出展し、多くの人に鑑賞してもらっています。
その中で作品を今でも継続して使用していると聞くと感動します。講座を通して、子供の豊かな感性に
触れることで会員も励みになります。世界に一つしかない作品作りに今後共精進して参ります。

講座紹介

　「やさしい陶芸」

講師名／陶芸同好会　後藤 秀雄  氏

平成 30年度高畠町若者定住促進事業助成金の概要
　町内に定住する目的で住宅を取得する若者家族世帯に助成します。
　町外から町内に移住する人と、東日本大震災による原発事故のため避難をしている人には最大50万円を、
町内の貸家等に居住している人には最大 25万円を助成します。

【１．対象者要件】

⑴若者家族世帯（満 40 歳以下の若者と、その世
帯員の全てが 40歳以下の世帯）

⑵町内に住宅を取得し定住の意思があり、下記の
いずれかに該当する人。

【町外転入者】
　町外に３年以上居住し、町内に転入する人
【避難者】
　原発事故のため、山形県内に避難している人
【町内貸家居住者】
　町内の貸家等に３年以上居住している人
⑶町内に所有する住宅のない人
⑷市町村民税を滞納していない人
⑸平成 31 年２月末日までに実績報告書を提出で
きる人

【２．助成金額】

　新築住宅、または建売住宅の取得費（土地代は
含みません）の 10％で、町外転入者と避難者は上
限 50万円。
　町内貸家居住者は上限 25万円。

【３．申込み等の手続き】

　住宅取得契約締結の日から入居後３か月を経過
する日までに申請してください。

▶問合せ先／町建設課都市計画係　

☎（52）４４８１

広 告

設備の種類 設備の要件 設備の用途 町の補助金 県の補助金

発 

電

太陽光発電（新築設置）
発電出力
10 ｋＷ未満

住宅用
事業所用 ―

2.5 万円／ kW
（上限 10 万円）

太陽光発電（既築設置） 2.5 万円／ kW
（上限 20 万円）

蓄
電 蓄電池設備 太陽光発電設備

と同時設置
住宅用
事業所用

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 20 万円）

給　

湯

太陽熱温水器 集熱面積
2㎡以上 住宅用 1万円／㎡

（上限 3万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 5万円）

ソーラーシステム温水器 集熱面積
2㎡以上 住宅用 2万円／㎡

（上限 8万円）

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 5万円）

ペレット・チップ・薪・
モミガライトボイラー

補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

―
設置工事費等の
2分の 1

（上限 50 万円）

暖　

房

ペレット・薪ストーブ 補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

設置工事費等の
3分の 1

（上限 5万円）

設置工事費等の
2分の 1

（上限 10 万円）

チップ・モミガライト
ストーブ

補助対象経費
20 万円超

住宅用
事業所用
農業用施設用

―
設置工事費等の
2分の 1

（上限 10 万円）

地中熱利用空調装置 ＣＯＰ 3.0 以上 住宅用
設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
3分の 1

（上限 50 万円）
そ
の
他

地中熱利用融雪装置 ＣＯＰ 3.0 以上
または同等の水準 住宅用

設置工事費等の
10 分の 1

（上限 10 万円）

設置工事費等の
3分の 1

（上限 30 万円）

県および町では再生可能エネルギー設備の導入に助成を行います。概要は以下のとおりです。要件等、詳細はお問い合わせください。

◆町の補助金について◆
【申込受付】5月14日（月）から受付を開始します。
　　　　　・設置する前に「事前協議書」を提出していただきます。
　　　　　・予算の範囲内で、先着順に受け付けます。
　　　　　・町内に住所を有する人（見込みの人含む）、町内の事業所・農業用施設で新たに設置する場合が対象です。
　　　　　・申込書類は、生活環境課窓口または、高畠町公式ホームページで入手できます。（トップページ→環境・自然）
　　　　　・※印の設備は「高畠町住宅リフォーム支援事業助成金」が該当する場合があります。（再生可能エネルギー
　　　　　　設備導入事業費補助金との併給は不可）▶問合せ先╱町建設課都市計画係　☎（52）４４８１
【問合せ先】町の補助金／町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

県の補助金／特定非営利活動法人環境ネットやまがた（県の委託先）　☎023（679）3377

再生可能エネルギーの導入に助成します！！再生可能エネルギーの導入に助成します！！再生可能エネルギーの導入に助成します！！

※

※

※

※

※

※

※

広 告

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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の
情情情情情情
しくくくらお

知
ら
せ

催

　し

『
工
業
統
計
調
査
』に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

浜
田
広
介
記
念
館
５
月
の
催
し

【
教
科
書
の「
泣
い
た
赤
お
に
」展
】

▼
日
時
／
５
月
15
日
㈫
〜
９
月
２
日
㈰

▼
場
所
／
む
く
ど
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容
／
今
年
度
か
ら
小
学
校
の
道

徳
の
時
間
に
「
泣
い
た
赤
お
に
」

を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
教
科
書
を

展
示
し
ま
す
。

【
昔
が
た
り
】

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈰
10
時
〜
12
時　

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
生
家

※
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
入
館
券
が
必

要
で
す
。（
町
内
園
児
・
児
童
は
無
料
）

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

第
20
回
二
井
宿
峠
古
道
ハ
イ
ク

　

平
成
30
年
６
月
１
日 

現
在
で
『
工

業
統
計
調
査
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
我
が
国
の
製
造
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
大
正
９
年
か
ら
毎
年
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
重
要
な
調
査
で
、
製

造
業
の
国
勢
調
査
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に

企
業
に
お
け
る
生
産
・
販
売
計
画
作

成
等
の
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事

業
所
に
は
、
５
月
中
旬
よ
り
県
知
事

よ
り
任
命
を
受
け
た
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
情
報
統
計
係

☎
52
１
７
３
４

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法
律

で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

マ
ナ
ー
と
協
力
で
、
不
法
投
棄
を
な

く
し
、
地
域
の
美
し
い
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
不
法
投
棄
１
１
０
番（
通
年
開
設
）

　

☎
26
６
０
３
４
（
置
賜
総
合
支
庁

　

環
境
課
）

◎
高
畠
町
不
法
投
棄
窓
口

　

☎
52
１
５
９
６
（
町
生
活
環
境
課

　

衛
生
係
）

５
月
は
不
法
投
棄
・
海
岸
漂
着

ご
み
削
減
強
化
月
間
で
す

〜
歴
史
と
自
然
の
道
・
古
道
を
歩
く
〜

　

今
年
は
20
回
目
の
古
道
ハ
イ
ク
で

す
。
今
回
が
最
後
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
古
道
を
歩
い
た
独
眼
流
政

宗
や
吉
田
松
陰
等
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
新
緑
の
古
道
を
辿
り
ま
す
。

▼
期
日
／
５
月
13
日
㈰
雨
天
決
行

●
国
際
博
物
館
の
日

▼
期
日
／
５
月
19
日
㈯

▼
受
付
時
間
／
９
時
〜
11
時
30
分
、

　

13
時
〜
15
時
30
分

勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ
う

▼
集
合
／
二
井
宿
公
民
館
８
時
30
分

▼
参
加
費
／
一
般
２
，
５
０
０
円
、

小
中
学
生
１
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
保
険
料
含
む
）

※
山
歩
き
で
着
る
服
装
（
帽
子
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
雨
具
等
）
で
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
／
５
月
８
日
㈫

　
　
　
　
　
　

先
着
30
人

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
二
井
宿
地
区

　

公
民
館　
　
　
　

☎
52
１
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
52
１
０
８
２

　

山
菜
採
り
や
き
の
こ
採
り
、
行
楽

な
ど
で
山
に
入
る
場
合
に
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
、
思
わ
ぬ
事
故

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

に
あ
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎

ク
マ
に
と
っ
て
森
林
は
自
分
の
領

分
。
人
は
侵
入
者
で
す
。
周
囲
へ

の
警
戒
を
怠
ら
ず
ク
マ
と
の
遭
遇

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
音
の
出
る
物
（
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
避

け
の
鈴
）
で
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
子
連
れ
の
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
母
グ
マ
は
非
常
に
神
経
質

で
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く

遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。

◎
食
べ
残
し
や
ゴ
ミ
を
山
に
残
す
こ

と
は
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
る
大
変
危

険
な
行
為
で
す
。
ゴ
ミ
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
集
落
に
近
い
場
所
や
田
畑
で
ク
マ

を
目
撃
し
た
場
合
や
出
没
し
た
形

跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
危
機
管
理
係

☎
52
３
７
４
４

広 告

第
11
回
た
か
は
た
地
酒
め
ぐ
り

相

　談

募

　集

　

ま
ほ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
あ
な
た

の
『
芸
』
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
人
・
町
内
で

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者
募
集

▼
日
時
／
５
月
12
日
㈯
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所
／
亀
岡
文
殊
駐
車
場

▼
会
費
／
１
、０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
下
山
後
、
山
菜
汁
で
交
流
会
を
し

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
高
橋

　

☎
０
９
０（
２
９
９
３
）０
５
０
６

春
の
文
殊
山
登
山

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

経
営
相
談
会

　

山
形
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中

小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
創
業
を
お
考

え
の
人
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日　

　

10
時
〜
17
時

　

解
雇
な
ど
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
人
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▼
日
時
／
５
月
17
日
㈭
13
時
〜
14
時

30
分

▼
場
所
／
山
形
県
庁

▼
対
象
／
県
内
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る（
し
た
）労
働
者
、　

事
業
主

な
ど

▼
予
約
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
労
働

　

委
員
会☎０

２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

▼
区
分
／
①
警
察
官
Ａ
（
大
学
を
卒

　

業
し
た
人
。
来
春
卒
業
見
込
み
の

　

人
）
②
警
察
官
Ｂ
（
Ａ
以
外
）

▼
一
次
試
験
／
①
７
月
８
日
㈰　
　

　

②
９
月
16
日
㈰

▼
申
込
期
間
／
①
６
月
18
日
㈪
ま
で

　

②
７
月
13
日
㈮
〜
８
月
27
日
㈪

▼
問
合
せ
先
／
南
陽
警
察
署

☎
50
０
１
１
０

山
形
県
警
察
官
採
用
試
験

名称 間取（畳）戸数 家賃 区分 優遇措置
県営大町
アパート 6-6-4.5 １ 13,800 ～

27,100 円 一般用 優遇有

県営住宅入居者募集

▶募集期間／６月４日㈪～８日㈮　
▶受付時間／ 10時～ 17時
▶入居時期／８月上旬
▶申込・問合せ先／山形県県営住宅指定管理者㈱西王不動
　産置賜事務所（山形県置賜総合支庁内）　  ☎24２３３２

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
低

　

学
年
以
下
は
要
付
き
添
い
）

▼
参
加
費
／
各
種
１
点
２
０
０
円

※
石
器
体
験
は
、
サ
ン
ダ
ル
・
短
パ

　ン
で
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
県
立
う
き
た

　

む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

☎
52
２
５
８
５

　

制
限
時
間
内
に
指
定
さ
れ
た
お
店

４
軒
に
立
ち
寄
り
、
う
ま
い
酒
と
う

ま
い
お
通
し
を
堪
能
し
よ
う
！

ゴ
ー
ル
後
に
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
／
５
月
15
日
㈫　

18
時
受
付

開
始　

18
時
30
分
ス
タ
ー
ト

▼
集
合
場
所
／
高
畠
町
商
工
会
前

▼
チ
ケ
ッ
ト
代
／
３
，０
０
０
円（
先

着
２
５
０
人
ま
で
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
商
工

会　
　
　
　
　
　

☎
52
０
５
７
６

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

▼
八
巻
功
さ
ん

　福
祉
の
た
め
に

　２
０
，０
０
０
円

　

太
陽
の
家
へ

　
　
　
　

歌
謡
シ
ョ
ー
招
待
券
10
枚

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
花
あ
じ
さ
い
会

　

社
会
福
祉
基
金
へ３

０
、０
０
０
円

▼
永
居
福
寿
会　
　
　

　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金 

６
、５
２
５
円

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会

　
　
　

　

た
か
は
た
荘
、
は
と
み
ね
荘
、
ま

　

ほ
ろ
ば
荘
へ

　
　
　
　
　

清
拭
布
各
１
２
０
枚

▼
中
和
田
東
部
ゆ
き
わ
り
草
の
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　

清
拭
布
54
枚

▼
亀
岡
更
生
保
護
女
性
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　
　

雑
巾
39
枚

▼
遠
藤
お
よ
子
さ
ん（
沢
口
）

　福
祉
の
た
め
に

　
　タ
オ
ル
50
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

 

３
、０
０
０
円

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
匿
名　
　
　
　
　

 

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
20
袋

▼
匿
名　
　
　
　
　

焼
き
菓
子
50
個

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
信
用

　

保
証
協
会
米
沢
支
店☎

23
７
６
３
０

芸
能
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
出
演
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
楽
し
い
「
芸
能
の
祭
典
」
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
／
７
月
８
日
㈰

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル
ま
ほ
ら

▼
申
込
締
切
／
５
月
10
日
㈭

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育

　

課
文
化
係　
　
　

☎
52
４
４
７
２

広 告
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情
のし

らお
知
ら
せ

催

　し

『
工
業
統
計
調
査
』に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

浜
田
広
介
記
念
館
５
月
の
催
し

【
教
科
書
の「
泣
い
た
赤
お
に
」展
】

▼
日
時
／
５
月
15
日
㈫
〜
９
月
２
日
㈰

▼
場
所
／
む
く
ど
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容
／
今
年
度
か
ら
小
学
校
の
道

徳
の
時
間
に
「
泣
い
た
赤
お
に
」

を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
教
科
書
を

展
示
し
ま
す
。

【
昔
が
た
り
】

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈰
10
時
〜
12
時　

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
生
家

※
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
入
館
券
が
必

要
で
す
。（
町
内
園
児
・
児
童
は
無
料
）

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

第
20
回
二
井
宿
峠
古
道
ハ
イ
ク

　

平
成
30
年
６
月
１
日 

現
在
で
『
工

業
統
計
調
査
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
我
が
国
の
製
造
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
大
正
９
年
か
ら
毎
年
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
重
要
な
調
査
で
、
製

造
業
の
国
勢
調
査
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に

企
業
に
お
け
る
生
産
・
販
売
計
画
作

成
等
の
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事

業
所
に
は
、
５
月
中
旬
よ
り
県
知
事

よ
り
任
命
を
受
け
た
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
情
報
統
計
係

☎
52
１
７
３
４

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法
律

で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

マ
ナ
ー
と
協
力
で
、
不
法
投
棄
を
な

く
し
、
地
域
の
美
し
い
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
不
法
投
棄
１
１
０
番（
通
年
開
設
）

　

☎
26
６
０
３
４
（
置
賜
総
合
支
庁

　

環
境
課
）

◎
高
畠
町
不
法
投
棄
窓
口

　

☎
52
１
５
９
６
（
町
生
活
環
境
課

　

衛
生
係
）

５
月
は
不
法
投
棄
・
海
岸
漂
着

ご
み
削
減
強
化
月
間
で
す

〜
歴
史
と
自
然
の
道
・
古
道
を
歩
く
〜

　

今
年
は
20
回
目
の
古
道
ハ
イ
ク
で

す
。
今
回
が
最
後
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
古
道
を
歩
い
た
独
眼
流
政

宗
や
吉
田
松
陰
等
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
新
緑
の
古
道
を
辿
り
ま
す
。

▼
期
日
／
５
月
13
日
㈰
雨
天
決
行

●
国
際
博
物
館
の
日

▼
期
日
／
５
月
19
日
㈯

▼
受
付
時
間
／
９
時
〜
11
時
30
分
、

　

13
時
〜
15
時
30
分

勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ
う

▼
集
合
／
二
井
宿
公
民
館
８
時
30
分

▼
参
加
費
／
一
般
２
，
５
０
０
円
、

小
中
学
生
１
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
保
険
料
含
む
）

※
山
歩
き
で
着
る
服
装
（
帽
子
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
雨
具
等
）
で
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
／
５
月
８
日
㈫

　
　
　
　
　
　

先
着
30
人

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
二
井
宿
地
区

　

公
民
館　
　
　
　

☎
52
１
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
52
１
０
８
２

　

山
菜
採
り
や
き
の
こ
採
り
、
行
楽

な
ど
で
山
に
入
る
場
合
に
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
、
思
わ
ぬ
事
故

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

に
あ
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎

ク
マ
に
と
っ
て
森
林
は
自
分
の
領

分
。
人
は
侵
入
者
で
す
。
周
囲
へ

の
警
戒
を
怠
ら
ず
ク
マ
と
の
遭
遇

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
音
の
出
る
物
（
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
避

け
の
鈴
）
で
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
子
連
れ
の
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
母
グ
マ
は
非
常
に
神
経
質

で
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く

遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。

◎
食
べ
残
し
や
ゴ
ミ
を
山
に
残
す
こ

と
は
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
る
大
変
危

険
な
行
為
で
す
。
ゴ
ミ
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
集
落
に
近
い
場
所
や
田
畑
で
ク
マ

を
目
撃
し
た
場
合
や
出
没
し
た
形

跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
危
機
管
理
係

☎
52
３
７
４
４

広 告

第
11
回
た
か
は
た
地
酒
め
ぐ
り

相

　談

募

　集

　

ま
ほ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
あ
な
た

の
『
芸
』
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
人
・
町
内
で

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者
募
集

▼
日
時
／
５
月
12
日
㈯
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所
／
亀
岡
文
殊
駐
車
場

▼
会
費
／
１
、０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
下
山
後
、
山
菜
汁
で
交
流
会
を
し

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
高
橋

　

☎
０
９
０（
２
９
９
３
）０
５
０
６

春
の
文
殊
山
登
山

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

経
営
相
談
会

　

山
形
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中

小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
創
業
を
お
考

え
の
人
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日　

　

10
時
〜
17
時

　

解
雇
な
ど
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
人
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▼
日
時
／
５
月
17
日
㈭
13
時
〜
14
時

30
分

▼
場
所
／
山
形
県
庁

▼
対
象
／
県
内
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る（
し
た
）労
働
者
、　

事
業
主

な
ど

▼
予
約
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
労
働

　

委
員
会☎０

２
３（
６
３
０
）２
７
９
３

労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

▼
区
分
／
①
警
察
官
Ａ
（
大
学
を
卒

　

業
し
た
人
。
来
春
卒
業
見
込
み
の

　

人
）
②
警
察
官
Ｂ
（
Ａ
以
外
）

▼
一
次
試
験
／
①
７
月
８
日
㈰　
　

　

②
９
月
16
日
㈰

▼
申
込
期
間
／
①
６
月
18
日
㈪
ま
で

　

②
７
月
13
日
㈮
〜
８
月
27
日
㈪

▼
問
合
せ
先
／
南
陽
警
察
署

☎
50
０
１
１
０

山
形
県
警
察
官
採
用
試
験

名称 間取（畳）戸数 家賃 区分 優遇措置
県営大町
アパート 6-6-4.5 １ 13,800 ～

27,100 円 一般用 優遇有

県営住宅入居者募集

▶募集期間／６月４日㈪～８日㈮　
▶受付時間／ 10時～ 17時
▶入居時期／８月上旬
▶申込・問合せ先／山形県県営住宅指定管理者㈱西王不動
　産置賜事務所（山形県置賜総合支庁内）　  ☎24２３３２

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
低

　

学
年
以
下
は
要
付
き
添
い
）

▼
参
加
費
／
各
種
１
点
２
０
０
円

※
石
器
体
験
は
、
サ
ン
ダ
ル
・
短
パ

　ン
で
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
県
立
う
き
た

　

む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館

☎
52
２
５
８
５

　

制
限
時
間
内
に
指
定
さ
れ
た
お
店

４
軒
に
立
ち
寄
り
、
う
ま
い
酒
と
う

ま
い
お
通
し
を
堪
能
し
よ
う
！

ゴ
ー
ル
後
に
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
／
５
月
15
日
㈫　

18
時
受
付

開
始　

18
時
30
分
ス
タ
ー
ト

▼
集
合
場
所
／
高
畠
町
商
工
会
前

▼
チ
ケ
ッ
ト
代
／
３
，０
０
０
円（
先

着
２
５
０
人
ま
で
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
商
工

会　
　
　
　
　
　

☎
52
０
５
７
６

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

▼
八
巻
功
さ
ん

　福
祉
の
た
め
に

　２
０
，０
０
０
円

　

太
陽
の
家
へ

　
　
　
　

歌
謡
シ
ョ
ー
招
待
券
10
枚

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
花
あ
じ
さ
い
会

　

社
会
福
祉
基
金
へ３

０
、０
０
０
円

▼
永
居
福
寿
会　
　
　

　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金 

６
、５
２
５
円

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会

　
　
　

　

た
か
は
た
荘
、
は
と
み
ね
荘
、
ま

　

ほ
ろ
ば
荘
へ

　
　
　
　
　

清
拭
布
各
１
２
０
枚

▼
中
和
田
東
部
ゆ
き
わ
り
草
の
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　

清
拭
布
54
枚

▼
亀
岡
更
生
保
護
女
性
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　
　

雑
巾
39
枚

▼
遠
藤
お
よ
子
さ
ん（
沢
口
）

　福
祉
の
た
め
に

　
　タ
オ
ル
50
枚

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

 

３
、０
０
０
円

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
匿
名　
　
　
　
　

 
　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
20
袋

▼
匿
名　
　
　
　
　

焼
き
菓
子
50
個

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
信
用

　

保
証
協
会
米
沢
支
店☎

23
７
６
３
０

芸
能
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
出
演
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
楽
し
い
「
芸
能
の
祭
典
」
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
／
７
月
８
日
㈰

▼
場
所
／
町
文
化
ホ
ー
ル
ま
ほ
ら

▼
申
込
締
切
／
５
月
10
日
㈭

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育

　

課
文
化
係　
　
　

☎
52
４
４
７
２

広 告



30       2018. ５

伝言板

　子育て支援医療証の有効期限が５月末

になっている人には、５月中旬に新しい

医療証をお送りしますので、ご確認くだ

さい。

６月から高齢受給者証の交付対象と

なる人は、昭和２３年５月２日～昭和

２３年６月１日生まれの人です。

　説明会は５月２１日㈪（９時３０分開

始）を予定しています。

　国保以外の人は、現在加入している健

康保険より交付されます。

今月の医療証

▶問合せ先／町町民課医療給付係  
☎（52）１３２７

《国民健康保険高齢受給者証
交付説明会のご案内》

子育て支援医療証

高齢受給者証

道の駅たかはた情報

・館内展示
高畠こども園「年長児作品展・子犬のマイハウス」
５月 27日㈰まで
「おもちゃ祭り」５月６日㈰まで
・イベント
「山菜汁ふるまい」５月３日㈭～５月５日㈯
「スーパーボールすくい」・「輪投げ」
１ゲーム 100 円　５月３日㈭
・道の駅たかはた農産物直売会　会員募集
農産物、農産加工品、創作民芸品などを販売してみ
ませんか？
▶問合せ先／道の駅たかはた　　　☎（52）５４３３

▶㈱ハギウダ　　　　　　☎（52）３４８５
▶㈱金子建設　　　　　　☎（56）２１９５
▶㈲安部設備　　　　　　☎（57）２０６９

今月の水道修理指定店

チャリティ初夏の茶会とバザー

▶日時／６月３日㈰　10時～ 14時
▶場所／町総合交流プラザ
▶参加費／茶席料：1,000 円　そば代：500 円
※バザーの収益金は町の福祉のために使わせていただ
　きます。
▶問合せ先／国際ソロプチミスト高畠　梅津　
　　　　　　　　　　　　　　  　　☎（52）０５２８

高畠町川柳はとみね会会員募集

◎入会は随時受付中！
▶申込・問合せ先／村上　☎（52）２１５３
　五月例会への直接参加も歓迎します。
▶五月例会日時／５月 25日㈮  9 時～
▶開催場所／町総合交流プラザ

第 22 回クリーン＆グリーン作戦

▶日時／５月 27日㈰　６時～７時
▶場所／歴史公園、道の駅たかはた周辺
▶集合場所／道の駅たかはた
▶持ち物／軍手、清掃（草むしり）用具
▶申込締切／５月 18日㈮
▶問合せ先／（公社）米沢法人会　☎（22）５４０１

自動車税は納付期限までに
　　　　　　　 納めましょう！

　平成 30年度自動車税（県税）の納期限は
５月 31日㈭です。
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税
務担当課、コンビニエンスストアのほか、イ
ンターネットを利用してクレジットカードで
も納めることが出来ます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。
▶問合せ先／置賜総合支庁税務　☎26６０１４

広 告

悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと
毎週水曜日　　
2日、9日、16日、23日、30日

９時～15時

老人福祉
センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権
男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
２日、16日

９時～12時

行 政
公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
９日、16日

13時～15時

法 律
（ 予 約 制 ）

各 種 法 律 相 談 第４水曜日　23日
13時30分～
15時30分

生 活 サ ポ ー ト
生 活、 就 労、 家 計
管 理 の 悩 み 事 等

毎週月曜日～金曜日
（祝日を除く）

８時30分～
17時15分

東置賜地域生活自立支援センター
（町社会福祉協議会）☎（51）1008

教 育
（ 予 約 制 ）

子育て・学校生活上
の 心 配 ご と 等

随時
町 教 育
総 務 課

教育委員会教育総務課
☎（52）3054

農 地
農 地 関 係 の
困 り ご と 等

第２火曜日　８日 ９時～12時
町 農 業
委 員 会

農 業 委 員 会 事 務 局
☎（52）4479

女 性 の 健 康
（ 予 約 制 ）

妊 娠 ・ 不 妊 ・
更 年 期 障 が い 等

毎週火曜日 13時～ 17時

置 賜
総合支庁

置賜保健所子ども家庭支援課
☎（22）3205

こ こ ろ の 健 康
（ 予 約 制 ）

うつ等、心に関する健康 第３水曜日　16日 ９時30分～ 
置賜保健所地域保健福祉課

☎（22）3015

感 染 症 検 査
（ 予 約 不 要 ）

エイズ・性器クラミジア・
梅毒・Ｂ型肝炎・C型肝炎

毎週月曜日（祝日を除く） 10時～11時
置賜保健所生活衛生課

☎（22）3002

子ども家庭福祉
（ 予 約 制 ）

ひとり親家庭の生活や悩
み事、子どもの福祉など

毎週水曜日（祝日を除く） 10時～15時
町 福 祉
こども課

町福祉こども課
☎（52）2864

防災行政無線の放送内容は、放送後 24 時間まで
防災行政無線テレホンダイヤルで確認できます。 防災行政無線テレホンダイヤル      ☎（52）５１０１

太陽館 毎月26日は…

①  大広間無料開放
②  ガラポン抽選で運だめしふろ

　 の日

太陽館温泉のご利用は定期券・回数券がお得
です。

５月休館日　14日㈪

●毎週火曜日はレディースデー
　・水曜日はメンズデーでポイ
　ント３倍お得にたまります !!

広 告

春の 太陽館まつり

☆駅バル　☆お祭り売店　☆タイラーメン
☆温泉ガラポン大抽選会　☆大広間無料開放！
☆レンタサイクル　☆music stage ミュージックステージ
☆ dance stage ダンスステージ

バルーンラビちゃんで遊ぼう！
先着 100 人に風船プレゼント

５月の相談
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伝言板

　子育て支援医療証の有効期限が５月末

になっている人には、５月中旬に新しい

医療証をお送りしますので、ご確認くだ

さい。

６月から高齢受給者証の交付対象と

なる人は、昭和２３年５月２日～昭和

２３年６月１日生まれの人です。

　説明会は５月２１日㈪（９時３０分開

始）を予定しています。

　国保以外の人は、現在加入している健

康保険より交付されます。

今月の医療証

▶問合せ先／町町民課医療給付係  
☎（52）１３２７

《国民健康保険高齢受給者証
交付説明会のご案内》

子育て支援医療証

高齢受給者証

道の駅たかはた情報

・館内展示
高畠こども園「年長児作品展・子犬のマイハウス」
５月 27日㈰まで
「おもちゃ祭り」５月６日㈰まで
・イベント
「山菜汁ふるまい」５月３日㈭～５月５日㈯
「スーパーボールすくい」・「輪投げ」
１ゲーム 100 円　５月３日㈭
・道の駅たかはた農産物直売会　会員募集
農産物、農産加工品、創作民芸品などを販売してみ
ませんか？
▶問合せ先／道の駅たかはた　　　☎（52）５４３３

▶㈱ハギウダ　　　　　　☎（52）３４８５
▶㈱金子建設　　　　　　☎（56）２１９５
▶㈲安部設備　　　　　　☎（57）２０６９

今月の水道修理指定店

チャリティ初夏の茶会とバザー

▶日時／６月３日㈰　10時～ 14時
▶場所／町総合交流プラザ
▶参加費／茶席料：1,000 円　そば代：500 円
※バザーの収益金は町の福祉のために使わせていただ
　きます。
▶問合せ先／国際ソロプチミスト高畠　梅津　
　　　　　　　　　　　　　　  　　☎（52）０５２８

高畠町川柳はとみね会会員募集

◎入会は随時受付中！
▶申込・問合せ先／村上　☎（52）２１５３
　五月例会への直接参加も歓迎します。
▶五月例会日時／５月 25日㈮  9 時～
▶開催場所／町総合交流プラザ

第 22 回クリーン＆グリーン作戦

▶日時／５月 27日㈰　６時～７時
▶場所／歴史公園、道の駅たかはた周辺
▶集合場所／道の駅たかはた
▶持ち物／軍手、清掃（草むしり）用具
▶申込締切／５月 18日㈮
▶問合せ先／（公社）米沢法人会　☎（22）５４０１

自動車税は納付期限までに
　　　　　　　 納めましょう！

　平成 30年度自動車税（県税）の納期限は
５月 31日㈭です。
　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税
務担当課、コンビニエンスストアのほか、イ
ンターネットを利用してクレジットカードで
も納めることが出来ます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。
▶問合せ先／置賜総合支庁税務　☎26６０１４

広 告

悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先
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こ こ ろ の 健 康
（ 予 約 制 ）
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☎（52）2864
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貞泉寺本堂欄
らんま

間および木
きばな

鼻
高畠町文化財保護会総会記念講演会

講師：菅野正道氏

▶日時╱５月 20日（日）13時 30分～ 15時
▶場所╱町総合交流プラザ研修室
▶資料代╱５００円（高畠町文化財保護会会員は無料・
当日入会できます）

▶申込・問合せ先╱
　町社会教育課文化係　☎（52）４４７２

伊達氏が、置賜に現れた！
　戦国の終わりとともに宮城に去るまでの間、置賜・高
畠は伊達氏の重要な拠点の一つとなりました。地元に残
された資料や遺跡は少なく、その実態は不明のままです。
　しかし、独眼竜政宗ではない「もう一人の政宗」が、
伊達氏の実質的な置賜支配草創を高畠の地でおこなった
のは確かなことです。
　限られた資料や日本列島全体の歴史の中から九代政宗
の活躍と、その舞台高畠町の関わりを考えます。

元仙台市博物館学芸室長・仙台市史編さん室長

名称：

貞泉寺本堂欄
らんま

間および木
きばな

鼻
所在地：

高畠町大字高畠３６５７番地の１　貞泉寺本堂

　明治 8年、大火から復興した貞泉寺本堂に掲げられた
欄間、木鼻は、当時の名工高山文五郎親子を中心に製作
されました。山形県河北町に生まれた高山文五郎は、岩
手県から石川県まで東北から北陸にかけて数多くの名作
を残しました。なかでも、貞泉寺の欄間は名作と言われ、
かねてより貞泉寺の宝として大切にされてきました。本
件について、本年３月 29日に開催された町教育委員会に
おいて、38件目の町指定文化財として指定されました。
　これらの作品は立体的な表現が素晴らしく、力強く生
き生きとした表現が随所に見られます。作品のすばらし
さはもとより、こうした作品を生み出した地域社会の歴
史や文化力にも注目されます。
　今回の指定を機会に、多くの皆様に本作に親しんでい
ただくとともに、高畠町の文化遺産の発見、顕彰につな
がることが期待されます。

▶問合せ先／町社会教育課文化係　☎（52）４４７２

▲欄間 ▲木鼻

当日先着
70人

町指定文化財に新指定しました 九代伊達政宗、置賜を駆
か

ける！

　４月 21 日（土）、２回目となる
高畠町の春のイベント「たかはた
咲食楽フェスティバル」。今年は
昨年を上回る 3 万 3 千人が来場
し、高畠・全国のおいしいものを
満喫しました。

この広報紙は古紙配合率 70％の再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。
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